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134.08
200 m1/5000

工事名

設計概要

建築主

住所

氏名

建築場所

TEL　　 (       )

主要用途

工事種別

工期

敷地

都市計画区画

内・外 市街化区画・市外化調整区画・その他（　　　　　　　）　　　開発許可（要・不要）

用途地域 第１種低層住居専用・第２種低層住居専用・第１種中高層住居専用・第２種中高層住居専用

第１種住居・第２種住居・準住居・近隣商業・商業・準工業・工業・工業専用・指定なし

許容建蔽率 ％ [（指定値）　　　 ％　　　　　％　　　　　　　]

許容容積率 ％ [（指定値）　　　 ％　　　　　％　　　　　　　]

日影規制

有・無 測定の高さ（平均地盤面より　　　ｍ）　　　　　　　　　時間

防火地域

防火・準防火・法22条の地域・指定なし

高度地区

第１種・第２種・第３種・指定なし

その他の地域、地区の指定

地区計画　　[　　　　　　　　　　　　　]

特別用途地区[　　　　　　　　　　　　　]

美観地区・風致地区・高度利用地区・特定街区

駐車場整備地区・緑地保全地区・生産緑地地区

その他　　　[　   6条指定区域内　　  　]

関連法規

バリアフリー法・建築物の耐震改修の促進に関する法律・

エネルギーの使用の合理化に関する法律・省エネルギー法

福祉のまちづくり条例・消防法・千葉県建築基準法施行条例

指導要項

敷地面積

（令２条１項１号）
㎡　（　　　　　　　　　坪）

新築・増築・改築・移転・用途変更・大規模の修繕・大規模の模様替・その他（ 　　　　　　　）

法４２条２項等により
敷地に算入しない面積 ㎡　（　　　　　　　　　坪）

提供面積

測量者

都市計画施設 敷地の状況（設計及び工事に影響する事項）

既存建物の有無・隣接地の状況・気候・環境条件etc
道路・公園・緑地・河川・

計画決定・事業決定・なし

道路幅員

法的適用項目

建築許可・認定

住宅性能評価

総合設計・一団地の総合的設計・連担建築物設計

その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

設計住宅性能評価　　　有・無

建設住宅性能評価　　　有・無

避難安全検証法 有・無 全館・階

免除・緩和内容（　　　　　　　）

法務省令第40号及び告示基準の適用
有・無 免除・緩和内容（　　　　　　　）

耐火性能検証法
免除・緩和内容（　　　　　　　）有・無

その他
（　　　　　　　　　　　　　            　　）

構造・規模

構造の種別

階数

SRC・RC・S・CFT・PC・CB・LGS・W

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

構造の形式 ラーメン式・壁式・その他（　　　　　　　　）

耐火種別 耐火建築物・準耐火建築物・その他

地業 既製杭・場所打コンクリート杭・直接基礎

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

増築予定地上　　　　階・地下　　　　階・塔屋　　　　階

[特殊工法　　有・無　　免震・制震・その他（　　　　　　　）]

有・無

各高さ

建築物の高さ

前面道路の中心高と
法的地盤面の高さとの差

法的地盤面より　　　　　　　　　ｍ
最高の高さ

設計地盤面と
法的地盤面との差

軒高

主階の床高
ｍ

（令２条１項６号）

ｍ

法的地盤面より　　　　　　　　　ｍ 法的地盤面より　　　　　　　　　ｍ

設計地盤面より　　　　　　　　　ｍ

主要面積 （建築基準法に関わる既存・解体・増築部分の面積）

収容数 （戸数・室数・収容人員・駐車台数・附置義務台数の計算等）

（地名番地）

（住居表示）

地上　　　　階・地下　　　　階・塔屋　　　　階

2025.5〜(予定)

建築面積

延べ面積

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

（計画） （許容限度）

建蔽率

容積率

（計画） （許容限度）

解体の部分 合計既存部分 増築の部分

㎡

㎡

案内図 （S=　　　　）

主要面積 （建築基準法に関わる申請・申請以外の面積）

建築面積

延べ面積

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

㎡

（計画） （許容限度）

建蔽率

容積率

（計画） （許容限度）

申請以外の部分 合計申請部分

(既存部分内訳)

（建物高さが13mを超える場合は千葉県条例により規制あり）

北

申請地
千葉県安房郡鋸南町吉浜517（道の駅きょなん）

0
(ﾊﾟｰｺﾞﾗのため）

0
(ﾊﾟｰｺﾞﾗのため）
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◯

個別規定 項目 法の適用

建基法53条

一

般

項

目

-

適応 適応外

◯ 建ぺい率

建基法52条 -

◯

容積率

建基法56条 道路斜線　　　・勾配　□1.25　■1.5　　　　　　　　　　　・緩和　□有■無

建基法56の2条 　□高さ＞10m　　□軒高＞7m　又は　階数＞地上3階

・5m以内　□2h　□3h　□4h　□5h　　・10m以内　□1.5h　□2h　□2.5h　□3h

・平均地盤面からの高さ　□1.5m　□4m　□6.5m

斜線制限

日影制限

建基法24条

防火項目

　□学校・集会所等　□車庫＞50㎡　□共同住宅・倉庫　階数=2かつ　＞200㎡木造特建外壁

建基法26条 　□高さ＞13m　□軒高＞9m　□延面積＞1,000㎡　□延面積＞3,000㎡防火壁

建基法27条 　□耐火　□準耐火耐火・準耐火(特建)◯

建基法35条 通路幅　■≧1.5m　□≧3.0m

建基法61,62条 □耐火　□準耐火◯

建基法35の3条 　□耐火　■不燃材料

建基令70条 　□鉄骨造　かつ　階数≧3階◯

建基令114条 　□長屋・共同住宅◯

　□学校　□病院・児童福祉施設・ホテル・下宿・寄宿舎 　□マーケット   □火気使用室

◯ 　□耐火(□耐力壁　＊＊時間、□非耐力壁　1時間)

　□準耐火(□1時間　□45分　□材料準不燃)

　□建築面積＞300㎡(小屋組木造)◯

建基令112条 　□主要構造部：耐火構造　区画面積≦1,500㎡

◯
　□準耐火構造　区画面積≦1,500㎡

　□準耐火建築物(≧1h・不燃材料)　区画面積≦1,000㎡

　□準耐火建築物(45分・外壁)　区画面積≦500㎡・防火上主要な間仕切

　□≧11F◯

　□地階　□3F

　□9項ただし書第1号による竪穴区画免除

敷地内通路

耐火・準耐火(地域)

無窓主要構造部

柱　防火被覆

界壁

防火上主要な間仕壁

小屋裏隔壁

面積区画

高層面積区画

竪穴区画

異種用途区画

条件1：避難階からその直上階又は直下階のみに通ずる吹抜・階段部分

条件2：防火区画内の全ての壁及び天井の下地及び仕上が不燃材料

　□法24条に準ずる　□法27条に該当◯

◯

有効幅≧　cm、蹴上≦　cm、踏面≦　cm、踊場位置≦　m

◯

建基令22の3条

建基令23条

建基令120条

共同住宅遮音

階段

屋内階段

◯

　□特殊建築物　□階数≧3F　□採光無窓階　□延べ面積＞1,000㎡

　□階数＜15　□準不燃　□可燃　□≦60　□≦40　□≦30　□≦20
直通階段までの

歩行距離

屋外階段

機械室用

有効幅≧　cm、蹴上　cm、踏面≦　cm、踊場位置≦　m

有効幅≧　　cm、蹴上≦　cm、踏面≦　　cm、踊場位置≦　m

　□階数≧15　□準不燃　□可燃　□≦50　□≦40　□≦30　□≦20

　□主要構造部：準耐火構造

隣接斜線　　　・勾配　■1.25　□2.5  ・立上　■20m□31m   ・緩和　□有■無

北側斜線　　　・勾配　1.25　             ・立上　□20m□31m　 ・緩和　□有□無

建築基準法 

避難項目

個別規定 項目適応 適応外

消防法 

消防令8条 令8区画

無窓階の判定

収容人数の算定

消防令10条
◯

(既存部分) 消火器具

消防令11条 屋内消火栓設備

消防令12〜18条 水噴霧消火設備

消防令53条 特殊消火設備

消防令19条 ◯ 屋外消火栓設備

消防令20条 ◯ 動力消防ポンプ設備

消防令21条 自動火災報知設備

消防令53条 ガス漏れ火災警報器

消防令22条 ◯ 漏電火災警報器

消防令23条
◯

消防機関への
通報設備

消防令24条 ◯
非常警報

(非常放送+ベル)

消防令25条 ◯ 避難器具

消防令26条 誘導灯

消防令26条 誘導標識

消防令27条 ◯ 消防用水

消防令28条 排煙設備

◯消防令28の2条 連結散水設備

消火

警報

避難

消火活動

消

防

用

設

備

等

建基令121条

◯

◯

　□1号(集会所他)　□2号(キャバレー)　□3号(病院・児童福祉施設 )

　□4号(旅館・共同住宅他)　□6階以上に居室

　□避難階直上階＞200㎡(400㎡)、その他＞100㎡(200㎡)　主要構造部不燃＝(数値)

　□特殊建築物　□階数≧3F　□採光無窓階　□延べ面積＞1,000㎡

　□階数＜15　□準不燃　□可燃　□≦30　□≦25　□≦20　□≦15

2つ以上の直通階段

重複距離

　□階数≧15　□準不燃　□可燃　□≦25　□≦20　□≦15　□≦10

避難上有効な
バルコニー等

建基令121条 　□避難上有効なバルコニー　□屋外階段

避難階段建基令122条 　□避難階段　□特別避難階段　□15F以上　□5F以上　□B2F以上　B3F以上

物販店階段幅建基令124条 ◯ 　□≧1,500㎡

避難階の歩行距離建基令125条 　□特殊建築物　□階数≧3F　□採光無窓階　□延べ面積＞1,000㎡

　□階段→出口　□準不燃　□可燃　□≦60　□≦50　□≦40　□≦30

　□居室→出口　□準不燃　□可燃　□≦120　□≦100　□≦80　□≦60

廊下建基令119条

◯

　□特殊建築物　□階数≧3F　□採光無窓階　■ 延べ面積＞1,000㎡

居室の採光建基法28条 　□幼稚園〜高等学校　□大学等　□保育所　□病院　□寄宿舎・下宿　

　□児童福祉施設　□住宅

　□≧1/5　□≧1/7(病室)　□≧1/10(談話室・娯楽室)

排煙設備建基令116の2条 　■(建築物)特建≧500㎡　□(建築物)階数≧3　かつ　延面積＞500㎡

　□無窓居室(1/50)　□延べ面積＞1,000㎡の建築物で居室＞200㎡　□設置免除

非常用照明建基令126の4条

◯

　□特殊建築物　□階数≧3F　□採光無窓階　□延べ面積＞1,000㎡

幅

　□避難階の居室(条件：採光有窓居室等)

　□避難階の直上階・直下階居室(条件：採光有窓居室等)

非常用進入口建基令126の6条 ◯ 　□≧3階

内装制限建基令128の4条

◯

　□特殊建築物　□火気使用室　□無窓居室＞50㎡　(天井高＞6mを除く)

　□大規模建築物(　□階数≧3・延面積＞500㎡、□階数≧2・延面積＞1,000㎡、

　□階数≧1・延面積＞200㎡(その他建築物)

・居室　□難燃　□準不燃　　　　・部分/通路/階段　　□難燃　■準不燃

建基法33条 高さ≧20m

便所建基令28-35条 　□合併処理槽　□下水道　□くみ取り　□改良便槽

　□戸建住宅・共同住宅・病院(病室)・学校・体育館・開放通路

　□非常用進入口　間隔≦40m　□代替進入口　間隔≦10m

避雷針設備

避

難

施

設

等

地名地番 千葉県安房郡鋸南町吉浜517（道の駅きょなん）

用途 既存：文化交流センター（建築物）

道路種別

隣接水路

都市計画区域

用途地域

防火地域 　□防火地域　□準防火地域　■指定なし

22条指定区域

地区計画区域 　□区域内　■区域外

　■指定区域内　□指定なし

敷地面積 12,145㎡

宅地造成等規制区域 　□区域内　■区域外

屋外広告物規制区域 　□許可地域　□禁止地域　■区域外

下水道処理区域 　■区域内　□区域外

風致区域 　□区域内　■区域外

都市計画施設　市街地開発事業 　□都計法53条許可

自然公園   □普通地域　□第2種　□第3種　□区域外

特定施設届出(環境政策課) 　□騒音　□振動　□大気

開発行為許可 　□開発行為許可・協議　□制限解除

土地利用事業

　□適合証明　□許可不要

　■鋸南町

都計法建築許可 　□有　■無

都計法60条承認 　□有　■無

中高層建築物標識設置届 　■届出不要

共同住宅標識設置届 　■届出不要

大規模建築物届 　■届出不要

駐車施設附置義務

申請前合議 　□風営法

　□法42条第2項道路

千葉県福祉のまちづくり条例 　□特定公共的施設新築届出書(500m2以上の場合）

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律 　□特別特定建築物　≧2,000㎡

省エネルギー法届出 　■届出不要(条件外）　□届出必要　≧300㎡

建築物環境配慮計画書 　■届出不要　□届出必要　≧2,000㎡

乗り入れ工事申請書 　□届出不要

土地区画整理施行地区 　□76条申請　■申請不要

道路工事承認申請書 　□届出不要

工場等計画書 　■届出不要

土木工事施工承認申請書 　□届出不要

水路占用許可 　□有　■無

がけ条例 がけ高さ＞2m　□有　■無

□指区域内　■区域外 　□市街化区域　□市街化調整区域　□準都市計画区域　□区域区分非設定

　□特別規制地域　□普通規制地域

　■病院患者用・共同住宅(＞100㎡)共用
  　 地上階居室＞200㎡・地階居室＞100㎡

　□小学校〜高等学校

　□メゾネット共同住宅　　歩行距離≦40m

両側居室≧2.3m・その他≧1.8m

両側居室≧1.6m・その他≧1.2m

 □A/20以上　□直径1m円内接, H 1.2m×W 0.75m

建

築

設

備

等

　■届出不要

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

駐車場法 　□適応　■適応外 建設リサイクル法
　■有(工作物の解体工事又は新築工事500万円以上）
　□無

◯

◯

◯

法42条1項1号道路

　無し 防火対象物(消防法) 別表第1　(16)項イ　複合用途防火対象物

◯

ー

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

個別規定 項目適応 適応外

◯

(500㎡未満)

物品販売業を営む店舗等
敷地と道路との関係

千葉県建築基準法施行条例  

◯

◯

千葉県建基令23条

千葉県建基令24条

千葉県建基令25条

千葉県建基令26条

千葉県建基令27条

千葉県建基令30条

物品販売業を営む店舗等
前面空地

物品販売業を営む店舗等
主要な出入口

物品販売業を営む店舗等
通路

マーケットの出入口及び通路

ボイラー室等の区画等

消防令29条 ◯ 連結送水管

消防令29の2条 非常用コンセント

◯消防令47,48条 防火管理者消火活動

◯

居室の換気 　■居室(既存)◯
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1．共通仕様

　　建築工事仕様

工事設計図

　　　築工事編）（平成19年版）」（以下、「標仕」という。）による。

2．特記仕様

　　	　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　印と			印の付いた場合は、共に適用する。

（2）特記事項は、　	印の付いたものを適用する。

（1）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

（5）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（6）Ｇ	印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

1 ・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　最新版）

・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

工事実績情報の登録 ※適用する2 （1.1.4）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

				※風速（Vo＝34m/sec　　　　　　　）

				※地表面粗度区分（　・　　・　　・　　・　）

品質計画

				・積雪区分　建告示第1455号　別表（　　）

3 （1.2.2）

電気保安技術者4 （1.3.3）

条件明示項目5 （1.3.5）

発生材の処理等 ※現場説明書による　・構外搬出適切処理 （1.3.8）6

建築材料等7 　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　（1）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　（2）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

JIS及びJASマークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）〜（６）の事項を満

　（4）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（5）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（6）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（3）安定的な供給が可能であること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会　他）が発行する資料等の写しを監督職員

に提出して承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ

特別な材料の工法9

11 化学物質の濃度測定

完成図等 ※作成する　　　・作成しない12 （1.7.1〜3）（表1.7.1）

完成写真 下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。	

　　　　※べた焼

　　　　・一部四つ切り

・

※2　・5 ※100×125以上※内ドローン写真含む

・カラー

　　　　※キャビネ版

※2　・外部（　　）内部（　　）

※2　・外部（　　）内部（　　）・カラー半切木製パネル

・電子データ

撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者

100×125以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形式最高画質とし、CD-Rにて提出とする。

13

設備工事との取合い 設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監理者の承諾を受ける。14

設計ＧＬ ※図示　　　15

工事写真 ・｢営繕工事電子納品要領（案）（最新版）｣による。16

現場事務所12 空きテナント区画を提供とする （2.3.1）

工事用水2 構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償） （2.3.1）

工事用電力3 構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償） （2.3.1）

埋戻し及び盛土1 種別　・A種　　　※B種　　　・C種　　　・D種3
　　　・建設汚泥から再生した処理土

建設発生土の処理2 （3.2.5）

4 既製コンクリート杭

地業

本　杭

1

杭頭の処理　　※切断しない　　　・

先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形

杭の継手　　　建築基準法に基づく指定機関において性能評定を受けた無溶接継手を

施工法

　・特定埋込み杭工法

種類

　※外殻鋼管付コンクリート杭（認定品）

　・

杭長（m）及び種別

試験杭

杭径（mm） 備考セット数継手数

（4.3.2）

（4.3.7）

（4.3.2）

（4.3.6）

（4.3.3〜5）

5 鉄筋の種類

種類の記号

1

・SD345

※D16以下　・

※D19以上　・

・SD295A

呼び名（mm）

（5.2.1）（表5.2.1）

鉄筋の継手2 D19以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　 （5.3.4）

鉄筋の最小かぶり 最小かぶり厚さは目地底から算定する。

　・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

施工箇所

・柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打放し面

・

3

※10　　・

（5.3.5）

既製コンクリート杭

の杭頭補強

・A形　　　・B形　　　※図示4 （別1.1）

最上階柱頭補強 ・行う　　　・行わない5 （別2.1）

帯筋 ※H形（□は除く）　　　・6 （別2.2）

壁開口部の補強 一般壁　　・A形　　　※B形　　　・図示

耐震壁　　※図示

7 （別4.2）（別表4.3､4）

梁貫通孔の補強形式 ※H形　　・MH形　　・M形8 （別7.1）（別表7.1〜3）

機械吊上げ用フック ・A種　　・B種　　　・C種　（　　　　ヶ所）9 （別7.3）

※超音波探傷試験　　　・引張試験圧接完了後の試験10 （5.4.9）

6

建物躯体

（建物内土間コンクリートを含む）

施工箇所

普通コンクリートの

設計基準強度

1

※21

・18

設計基準強度Fc（N/mm	）

（6.1.4）
2

レディーミクスト

コンクリートの類別

※　類　　・　類2 （6.1.5）（6.4.1､2）（表6.1.1）

スランプ3 工作物のスランプ　15又は18cm （6.2.3）

するものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

水和熱
352J/g以下7d

28d 402J/g以下

普通ポルトランドセメントの品質は、JIS	R	5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合

セメントの種類4 （6.3.2）（6.13.2）（6.16.2）（表6.3.1）

骨材の種類 アルカリシリカ反応による区分5 （6.3.3）（6.5.4）

混和材料 ※混和剤　　・混和材6 （6.3.5）（6.4.8）

無筋コンクリート7 設計基準強度Fc（N/mm	）　　　※182 （6.14.3）

コンクリート仕上8

（4）特記事項に記載の（別　　　）は（5.3.7）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。

（3）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。

※200万画素以上

※300dpi以上

（3.2.3）（表3.2.1）

　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法

　　　・H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=250程度を採用できる工法

　　　　杭周固定液　　・使用する

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

セメントの種類　高炉セメントB種

コンクリートの種別及び設計基準強度場所打ち

コンクリート杭地業

2

鉄筋の種類　　5章鉄筋工事の鉄筋の種類による

　（　　　）種かつ（　　　）N/mm	以上2

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）

（4.5.3）（表4.5.1）

（4.5.3）

（4.5.4、5）

（4.5.4）

砂利地業3 （4.6.2）※再生クラッシャランRC40　　　・切込み砂利及び切込み砕石

床下防湿層4 施工箇所　　※建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く） （4.6.6）

1 適用基準等

一
般
共
通
事
項

仮
設
工
事

土
工
事

地
業
工
事

コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

鉄
筋
工
事

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建

　　　　324×400（mm）

・構内指示の場所にたい積　　　　・構内指示の場所に敷き均し

※現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理		

分類・規格 撮影箇所数 提出部数 原板の大きさ（mm）

　※保全に関する資料　提出部数　※1部　　・　	2部

　※施工図　　　　　　提出部数　※1部　　・　	2部

　※施工計画書　　　　提出部数　※1部　　・　	2部

　※完成図　　　　　　提出部数　※各2部　		・		5部（A1版製本、A3版縮小製本）

標仕表5.3.6の値に加える寸法（mm）

・B（※コンクリート中のアルカリ総量Rt＝3.0kg/m	以下）

※A
3

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を

たすものとする。

の限りではない。

　　　・H13国交告1113号第6による支持力算定式でα=　　　、β=　　　　、γ=　

　　　		を採用できる工法

　　　　　（参考：ZOOM/03-3791-0442）

厚さ

・高炉セメントB種

※普通ポルトランドセメント又は

施工箇所セメントの種類

　混合セメントのA種

1FLより下部（立上り部含む）

下記以外の全て

セメントの種類

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのA種

・高炉セメントB種　　（捨てコンクリート）

補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　・要　　　・不要

　　　　　　　　　　　・

														使用してもよい。

（4.5.3）

・
・

・

※

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

※
構
造
特
記
仕
様
書
に
よ
る

※
構
造
特
記
仕
様
書
に
よ
る

・ワイヤーメッシュ ・φ6		@100

・地盤改良の残土量は注入セメント量の80%と想定する。

19.再生資源利用促進 「再生資源の利用の促進に関する法律」（以下「リサイクル法」という 。）に基づき、請負

者は、工事の着手前に「再生資源利用促進計画書」及び「再生資源利用計画書」を提出し 、

　また、竣工後に「再生資源利用促進実施書」及び「再生資源利用実施書」を提出する

　対象工事：リサイクル法に規定する一定規模以上の工事又は工事規模が１千万円以上の工事

計画書等について

管理者の承諾を受けること。

こと。

20.その他

「セメント及びセメント系固化材の地盤改良への使用及び再利用」

　　「参考資料」：	平成12年３月24日付、建設省技調発第49号、同営建発第10号

　　ない。なお、運搬ルートの選定に当たっては影響の少ないルートを選定すること 。

(2)	夜間、早朝等の稼動を避けること。ただし、管理者の承諾を受けた場合はこの限りで

(1)	現場で使用する機械は、低騒音、低排ガス、低振動型施工機械とするよう努めること。

　		また、表土復元等環境の回復に努めること。

　(3)	汚水、汚濁、土砂の流失防止に努めること。

　その他管理者と協議を行うこと。

(5)	熱帯材合板型枠は、極力使用しないこと。

測定・分析方法はJIS	A	1961,1962,1964,1965により行う。

測定対象室

測定箇所数

着工前の測定　　　※行わない　　　・行う

施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、

パラジクロロベンゼン、エチルベンゼン、スチレン、及びTVOC(総揮発性有機化合物)の濃

度を測定・分析し、結果を報告すること。

（1.5.9）

※測定・分析の結果、TVOC値が400[ug/m3]を越える場合は監理者と協議の上、必要な対策を

講じること。

地域住民への情報提供

	・仮囲い周辺の美化　　　・　

	工事現場のイメージアップ

	・現場見学会の開催（工期中2回程度）

地域住民とのコミュニケーション

	・現場出入口周辺への誘導員の配備　　・　

住民に対する災害防止関係

	・完成予想図の設置　　・情報掲示板の設置　　・パンフレットの作成　　

17.	工事現場の環境

			改善について

18.	産業廃棄物の

(2)	廃棄物の処理に当たっては、請負者が自ら処理（分別、保管、収集、運搬及び処分の

　一連の行為をいう。）するときは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（以下「廃棄

(3)	廃棄物の処理の全部又は一部を下請人に委託する場合は 、廃棄物処理法に基づく処理を

取扱いについて

　物処理法」という。）に基づき、適正に行うこと。

　業として許可を取得している者に委託すること。

(1)	解体工事を伴う場合は、管理者の指示に従うこと。

（1.5.2）技能士8

植栽工事

内装工事

塗装工事

・ボード仕上げ工事作業				・壁装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上作業

・造園工事作業

・建築塗装作業

建具工事

屋根及びとい工事

タイル工事

金属工事

左官工事

木工事

鉄筋工事

コンクリート工事

鉄骨工事

防水工事

石工事

・鉄筋組立作業

・型枠施工				・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業 			

・石張り作業

・大工工事作業

・鋼製下地工事作業				・内外装板金作業　

・タイル張り作業

・左官作業

・構造物鉄工事作業				・とび作業

カーテンウォール工事

適用工事種別

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

技能検定作業

コンクリートブロック・ALCパネル

・内外装板金作業				・スレート工事作業　

・ビル用サッシ工事作業				・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業 				・ビル用サッシ施工作業

舗装工事 ・溶融ペイントハンドマーカー工事作業 		・加熱ペイントマジンマーカー工事作業

排水工事 ・建築配管作業

・ガラス工事作業

・自動ドア施工作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・シーリング防水工事作業　・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・エーエルシーパネル工事作業・押出成形セメント板工事

仮設工事 ・とび作業

化学物質を発散する

建築材料等

10

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　めて少ないものとする。

　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル

　　　デヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する
ものとし、次の1）から5）を満たすものとする。

　　　難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ

　　　発散が極めて少ないものとする。

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具 、書架、実験台、その他の

　　　什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は 、次のとおりとする。

　　規制対象外

　　　　JIS及びJASのＦ☆☆☆☆規格品

　　　　下記表示のあるJAS規格品

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　第三種

　　　　JIS及びJASのF☆☆☆規格品

　　　　建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

　　　　旧JISのEo規格品

　　　　旧JASのFco規格品	

　３）接着剤はフタル酸ジ−n−ブチル及びフタル酸ジ−2−エチルヘキシルを含有しない

　　　　建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか 、発散が極

　　　ンを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

1

2

3

1

2

3

4

　６）液状製品はMSDS（ﾏﾃﾘｱﾙｾｰﾌﾃｨｼｰﾄ）を提出し、監理者の承諾を受ける。

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

外部（　　）内部（　　）

※
構
造
特
記
仕
様
書
に
よ
る

※構造特記仕様書による

・普通型枠　　内装を施すコンクリート面は普通型枠とする

・塗装型枠　　コンクリート打放し仕上げに用いる （凹凸の極めて少ない良好な面とする）

・Pコンの穴の仕上げは面落ち補修とする（現場にて係員による確認をうけること）

・特記なき限りはコンクリート打放し仕上げ部分は内 部15mm外部25㎜増打とする

・塗装型枠は900×1800のサイズを使用する。※範囲は図示による

・杉板型枠を使用する。　※範囲は図示による

鋸南町交流物産センター改修

・監理者の指定する撮影者

（２）全ての仕様は文部科学省「学校環境衛生の基準」を満たすものとする。

（３）全ての仕様は防災評定認定書の条件を満たすものとする。

10 10



※アルミニウム製
(アサヒ金属同等）

合成高分子系

ルーフィングシート

防水

2

表面処理形　　状 製　法 材　種 寸法（mm） 厚さ（mm）

・パネル形

・B−2種（　　）

※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ・B−1種

(受注生産品)

（14.6.2）（表14.2.1）

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

・スチールプレート ※鉄 ・溶融亜鉛メッキA種

働き巾	100 山高6.5mm
厚さ1mm

※4.5mm

・アルミプレート ※アルミ ※3mm

・SUSプレート ※ステンレス ※2mm ・バイブレーション

・B−1種

構造躯体に対するスリーブの大きさと箇所は施工図にて設計者に確認とする。

スレートカバー工法「サンコースライダー25」

保証期間10年

※断熱工事から責任施工とする

A棟テラス防水・ポリメリック塩化ビニル
　樹脂系防水シート

150
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鋸南町　観光物産センター改修工事
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円酒構造設計

設備計画
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※空洞ブロック16　・空洞ブロック16−W （8.2.2）1 補強コンクリート

ブロック造

ＡＬＣパネル

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

2m以下

2mを超える

・100

・120

・150

（8.3.2）2 コンクリートブロック

帳壁及び塀

※標仕表8.3.1及び下表による

3

4 押出成形セメント板

（ECP）

（8.5.2〜5）（表8.5.1､2）

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

種　類 単位荷重（N/m	） 取付け工法種別

※標仕8.4.6による※100　・

※100　・

※100　・

・120　・150・2350　・3530

・980

・1180　・1960

厚さ（mm）

・A種　・B種　・C種

・床パネルの耐火性能（・1時間　・2時間）

・窓の水切、縦目地金物との取合部分における止水に留意

・層間区画のため耐火材料をスラブとの間に充填する

・外壁パネル

・間仕切パネル

※F　　・F−R

・D　　・D−R

・T　　・T−R

※F　　・F−R

・D　　・D−R

・T　　・T−R

・A種

・B種

・B種

・C種

種　類 表面形状 工法種別厚さ（mm） 幅（mm）

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

（8.4.2〜6）（表8.4.3､4）

（7.2.2）（7.12.4）

鉄骨の製作工場1 製作工場の加工能力

・監督職員の承諾する製作工場

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

　に定める「（　H　）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

　　　　　　・図示（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

　※図示　

・建築基準法第77条の45第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

適用する施工管理技術者3

鋼材 鋼材の材質

種類の記号 規格等使用箇所

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

※JIS規格による

4

スカラップ

改良型スカラップ

5

エンドタブ

鋼製エンドタブ
　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6

高力ボルト7

（7.1.3）

（7.1.3、4）

（7.2.1）（7.2.4）（表7.2.1）

アスファルト防水

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

施工箇所種　別

　　　　　　　　　　ただし、ノンフロンのもの

立上り部の保護

1

※A　−2

・B　−2

・A−2

・D−2

アスファルト　　　※3種　　　・4種	

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　15mm）

断熱工法の断熱材　　厚さ（mm）　※25　　・

仕上げ塗料塗り 使用分類施工箇所

・カラー

・シルバー ・非歩行

・軽歩行

・S−F1

・S−M1

・S−F2

種　別 厚さ（mm）

（9.2.2､3）（表9.2.3〜8）

（9.2.2）

（9.2.2）

（9.2.5）

（9.4.2､3）（表9.4.1）

・S−M2

・S−M3

塗膜防水

　・カラー

　・シルバー仕上げ塗料塗り

備　考施工個所

※責任施工	10年保証

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗膜防水	ACB-3P工法
3

（9.5.2､3）（表9.5.1､2）

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

形状寸法

（mm） 磁器 せっ器 陶器 施ゆう

きじ

無ゆう あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色

（11.2.1）

備考
再生材の

適用

壁タイル張りの工法

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

内装タイル　　　　※壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

　下地モルタル塗り　※標仕15.2.2〜15.2.5

　　躯体表面の処理方法　MCR工法又は目荒し工法（6章コンクリート工事）

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

・小口タイル

・二丁掛タイル

大型タイル

　金属製タイル先付け用パネル

・

※標仕6.9.3［材料］（b）（2）又は

陶磁器質タイル型枠

先付け工法 種　別

※タイルシート法

木材の品質1

陶磁器質タイル1 タイルの種類

2 張り付け用材料 既製調合モルタル

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種 （11.2.3）

（11.3.3）（表11.3.2）

（11.2.1）

（11.2.2）（11.4.2）（表11.4.1）

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り

施工箇所

保水率

（％）

単位容積質量

標準時 温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

曲げ強さ接着強さ（N/mm	）

（N/mm	）

3

4

（12.2.1）

・構造用集成材

・造作用集成材

※集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材

化粧単板の樹種

接着剤

・

※標仕表12.2.3による　　　

4

樹種

3

2 （12.2.1）（表12.2.3）

（12.2.2）

（12.2.6）

※標仕12.2.1　　　・市販品

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・保存処理木材を適用する箇所

集成材等

ホルムアルデヒドの放散量	　　　　※規制対象外　　　・第三種

※一般材

※1等　・2等

※1等　・2等 ・

・

・

・たも　・なら　・しおじ

品　名 規格・品質 芯材の種類

　※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

　防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

5 防腐・防蟻処理 行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐処理　※行う（※標仕12.2.8（Ｃ）による　　・図示　）

　防蟻処理　・行う（※図示　　・　　　　　　　	　　　　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

（12.2.8､9）

　※規制対象外　　・第三種

シーリング

施工箇所 シーリング材の種類（記号）

4 下表以外は、標仕表9.6.1による （9.6.2）（表9.6.1）

天然石張り

テラゾ張り

石の種類・表面仕上げ

種石の種類　　※人造大理石　アイカハイマックス相当　　　・

施工箇所 種　類 産地・名称 厚さ（mm） 仕上げの種類

1

2

（10.2.1）（表10.2.1､2）

（10.2.1）（表10.2.2）

壁の石張り工法 外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　　・行う

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　石裏面処理　　　　　・行う（・小口共）

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

床及び階段の石張り

　ドレンパイプ　　※ステンレスSUS304　　・

3

4

箇所　:ライニング　　　　・

形状・寸法　　※図示

（10.3.2､3）（10.5.2､3）

（10.4.2､3）（10.5.2､3）

（10.6.2）

（10.1.5）

枠材・見切り・巾木 ・樹種：スプルス　　　6 （12.7.1）（表12.7.1）

長尺金属板葺

折板葺

とい

1

2

3

板厚（mm）

・

屋根葺形式 長尺金属板の種類

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

・

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

耐火性能 ※30分耐火　　・無し

※有り（種別：　　　　　　　　　　　　　　厚さ：　　　mm）　・無し

形状（mm）

（13.2.2､3）（表13.2.1）

（13.3.2､3）（表13.2.1）

掃　除　口　　　　※有り（図示）　　　　　・無し

鋼管製といの防露　※標仕表13.5.5による　　　

材　　　種　　　　※配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管 （13.5.2）（表13.5.1）

（13.5.3）（表13.5.5）

　防露材のホルムアルデヒド放散量　　　	※規制対象外　		・第三種

ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

鉄の亜鉛めっき

1

2

3

アルミニウム合金

の表面処理

※HL程度

・鏡面仕上げ

・

種　　類

種　　別

表面処理方法

・B−1種（無着色）

施工箇所

施工箇所

種　別 施工箇所

・A種
溶融亜鉛めっき
(ドブづけ)

・B種

・C種

・D種

・E種

・F種

電気亜鉛めっき

・B−2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（14.2.1）

（14.2.2）（表14.2.1）

（14.2.3）（表14.2.2）

金属板張り

手すり及びタラップ

タラップ

・鉄

※ステンレスSUS304
	22φW450@350

※研磨無し　・　

亜鉛めっき　　※C種(ドライエリア)

手すり

・鉄　　FB形状

種　　類 材料の種別 表面処理

・ステンレスSUS304 ※HL程度　・鏡面程度　　　	

亜鉛めっき　外部　・　C種　　・　A種
　　　　　　内部　※E種　　・

（14.2.1）（14.8.2､3）（表14.2.2）

5

7

モルタル塗り材料 吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤（JISA1404による試験）

安全性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JISR5201の試験9）

セメント重量の

混合割合 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

直均し仕上げ

床コンクリートの

1

始発　1時間以上

2

5％以下

下表以外は標仕表6.2.4及び標仕15.3.2による

95％以下

終結　10時間以内

JIS	R	5201の試験8において 70％以上 80％以下

施工箇所 備　　考

塗料塗りの場合も含む

3mにつき7以下

1mにつき10以下

平たんさ（mm）

フリーアクセスフロア（パネル構法）範囲

フリーアクセスフロア（溝構法）範囲

（15.2.2）

（15.2.2）

（表6.2.4）（15.3.1､2）

仕上塗材仕上げ

・薄付け仕上塗材

種　　類 呼び名 仕上げの形状等
3

（15.5.2）（表15.5.1）

・防水形外装薄塗材E

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・内装薄塗材E 砂壁状じゅらく

・可とう形外装薄塗材E ・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材S 砂壁状　

・複層塗材CE

・複層塗材Si

・複層塗材E

・内装薄塗材W

・可とう形複層塗材CE

※複層塗材RE

・複層塗材RS

・防水形複層塗材CE

・複層仕上塗材

京壁状じゅらく　

上塗材

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様

　溶媒　※水系　	・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　　　　・

　外観　※つやあり　・つやなし

　　　　・メタリック

耐候性　※3種　・

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。防火材料の指定

・防水形複層塗材RS

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材E

・外装薄塗材Si

・可とう形外装薄塗材Si

・

・

・内装薄塗材C ・

・

・

・内装薄塗材L

・内装薄塗材Si

・防水形複層塗材RE

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

　※規制対象外　　・第三種

※トルシア形高力ボルト　	・JIS形高力ボルト　	・溶融亜鉛めっき高力ボルト

（7.6.11）

（7.6.11）（表7.6.2）

（7.9.2〜6）

（7.10.3）（表7.10.1）

（7.2.9）（7.10.3）（表7.10.2）

溶接部の試験

完全溶込み溶接部※超音波探傷試験
・図示

試験方法試験箇所試験の種別

・マクロ試験

・放射線試験

8

※標仕7.6.11（b）による

・

耐火被覆

・耐火材

　吹付け

・半湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・耐火塗料

種　　別

9

・耐火板張り

及び埋込み工法

アンカーボルトの保持

・建方用アンカーボルト　（・A種　　※B種　　・C種）

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　	　　　　　）10

柱底均しモルタル工法11

所要性能及び適用構造部位

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリージング

配合比

無収縮モルタルの品質及び試験方法

砂

セメント

（各重量比）

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

　　（セメント＋混和材）：砂＝1：1

凝結時間

圧縮強度

混和材

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

JIS	R	5210（ポルトランドセメント）による普通または早強ポ

ルトランドセメントとする。

２）塩化物量は、JIS	Ａ	5308「レディミクストコンクリート」

　　イオン濃度試験方法」による。

１）日本道路公団規格（JHS）「無収縮モルタル品質管理試験

　　方法」312-1999による。

溶融亜鉛めっき工法

亜鉛めっきの種別 材　　料 適用部位

C種

B種

A種

12

素地ごしらえは、JIS	H	9124溶融亜鉛めっき作業指針による。

※A種　　　・B種

無収縮モルタル

厚さ（mm）適用箇所

・　　　　　

※塗装溶融55％アルミニウム−亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（CGLCCR−20−AZ150）

（	kg/l	）

7 8

9

10

11

12

13

15

・No.2B程度

2

2

2
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金
属
工
事

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（REP-VU）

高
さ

検査水準				※第6水準				・図示

AOQL								※4.0％						・2.5％

材齢3日　　25.0Ｎ/mm	以上

材齢28日	　45.0Ｎ/mm	以上

材齢28日	　3.0Ｎ/mm	以上

0.30kg/m	以下3

2

2

2

材齢7日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　1時間以上

終結時間　　10時間以内

練り混ぜ2時間後のブリージング率　：　2.0％以下

練混ぜ完了から3分以内の値は	　8±2秒

Jロートによる流下時間

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚2.3mm以上、3.2mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚3.2mm以上、4.5mm未満の形鋼、鋼板

最低板厚4.5mm以上の形鋼、鋼板

（7.12.3）（表14.2.2）

・B種　・C種　・D種

※1.2　・

※1.5　・

※2.0　・

※1.5　・

※1.2　・

山高（　　　　　　）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※0.6　・0.8

・0.5

※0.4

70.0以上 1.80程度 0.60以上 0.40以上 0.20以下 4.0以上

表示値±1.0 0.98以上 50以下30分で1g以下

全固形分（％） 吸水量（g） 2接着強度（N/mm	） 界面破断率（％）

凝結時間で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

　のある工場。
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　適用箇所　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部

・E種

※1級　・2級

入熱、パス間温度の2

溶接条件

　　付属書5（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

　裏打ち処理　　　　　・行う

屋根葺工法　　　※図示

下葺材料　　　　※アスファルトル−フィング940　　　・

　　　　　　　　　・建物排水用リサイクル発泡三層硬質塩化ビニル管（RF-VP）

軽鉄天井下地4 ※天井ふところ1.5ｍ以上の場合は吊ボルトの補強を行う。

　耐震補強　　　　・あり

　屋外軒天井及びピロティ−天井補強　　　・あり（図示）

294.0KPa/h

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

エキスパンドメタル
・パンチングメタル

9
・鉄部外部仕上げは全て亜鉛メッキドブづけとする

薄物、塗床下地

消火水槽の中

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗膜防水	ACG-1P工法

バイブレーション

見え掛かり全て

RC打継目地

セメント板周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

PU-2　巾20mm以下

PU-2　巾15mm以下

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2　巾15mm以下

ﾗｲﾆﾝｸﾞ甲板取合ｼｰﾘﾝｸﾞ PS-2　巾10mm以下

		

　

	

	

550

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ8 ・SUSｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

・耐震荷重に留意すること

(ﾉｻﾞﾜ/ｱｽﾛｯｸ相当品)

　※低VOC接着剤を使用する事。

スリーブ工事1

50

・屋上・テラス ・断熱タイプ

・X-1

・X-2	ウレタン塗膜防水
　　　ダイフレックス　環境DDシステム.ES-1　

EVピット 密着工法のうえ無機系
トップコート								
(ノンスリップタイプ)

アルミ鋳物10
・形状：図示による

・製作所:製品管理と強度保証の出来る製作所とし,監理者に承諾を得る

・表面処理：フッ素樹脂塗装

・工法：ヴァキュームプロセス鋳造法

・使用ヶ所：東・南側ルーバーパネル、西テラスルーバー、AW水切

軟質FRP防水工法（浴室内FL＜600)
※責任施工　10年保証(大泰化工㈱コンパック又は同等品）

・SUSメッシュ
(形状：ベルトコンベア用SUSメッシュ､)

・エキスパンドメタル：型番・・XS-43、XS-63　仕上げ・・溶融亜鉛メッキドブづけ (外部)

4	屋根カバー工法

5	止水板 止水板を土に接する打継部分には設置する。（サンタックスパンシール・マルイ止水板同等品)

JIS	A6909ジョリパットJQ-650
※水性光触媒トップコートを施す (JC-500ジョリパット
		クリーンマジック		エンシェントブリック仕上)

・構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

増築棟	露出鉄骨部（※2FL+4000以上の梁は除く)

※構造特記仕様書による

※金属工事による

※その他	接着材料の特性を調査の上素材を選定すること

床 300角/t=7.5

600角/t=9.5

・講堂内装に仕様する木は不燃以上とする

・パンチングメタルの形状は指示による

床

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

※構造特記仕様書による

6　FRP防水

浴室内FL≧600及び天井7　防水シート

・D種（焼付塗装） ※図示

型番・・XP-7014　仕上げ・・スチール焼付塗装(内部空調吹出口に限る)

外壁下地4 ・材料:MRCデラクリート株式会社　デラクリートボード相当　NHS大壁工法
・施工:ヤブハラ株式会社　NHS大壁工法相当　03-3552-4318

(3階天井)

増築棟	隠蔽鉄骨部

600角/t=9.0

壁 300角/t=8.5

壁

床板 ・セランカンバツ材7

・120

A棟屋外通路

ウレタン塗膜防水
セラセーヌA工法

B棟既存校舎屋上 既存躯体高圧洗浄のうえ
施工

トイレ

浴室

トイレ

浴室

※トイレ壁のみ全面接着張り

　　　　　　　　　・ガルバリウム

190×390×150（200×400）

60

外部鉄部

・遮熱タイプ



［＊19-4参照］

［＊19-3参照］

［＊11-1参照］

［＊11-1参照］・コルクタイル(特殊ワックス仕上）　　　　　 ・10.0
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Project	Title

Date

Client

Architect

Engineer

Note

A-06

鋸南町

鋸南町　観光物産センター改修工事

NASCA

円酒構造設計

設備計画

2025.02.07

　※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系

　防腐剤を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

　※低VOC接着剤を使用する事。

・ｳﾚﾀﾝ染色ｸﾘｱ
(工場塗装)

（19.5.2〜7）（表19.5.1〜4）

種　　別 樹　種 工　法 仕上げ塗装等 備　考

・天然木化粧複合フローリング

・接着工法

※釘どめ工法（C種）※なら

・ブラジル
ウッド

（19.5.2）ホルムアルデヒドの放散量　　※規制対象外　　・	第三種

W=110,t=21突板単板6mm

仕上げ記号：

仕上記号：

仕上記号：

仕上記号：

仕上記号：

見本の製作等 ・特殊な建具の仮組（建具符号：-　　　　　　　　　　　　　　　　　） （16.1.4）

網戸 防虫網

　形　　式　※外部可動式　・固定式

鋼製建具

3

4

アルミニウム製建具 外部に面する建具

・B種

・C種

・A種

・A-	4 ・W-	5 ・

種　別 耐風圧性 水密性 施工箇所

※図示

2

※A−3S−4

　A−4

※W−4

S−5

　W−5S−6 　100

※70

枠見込み（mm）

　表面処理　※B−1種　・B−2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（16.2.2）（16.2.4）（表16.2.1）

（表14.2.1）

（16.2.3）

（16.3.2）（表16.3.1）

気密性

　網の種別　※ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

・特定防火設備の戸　　・適用あり

鋼製軽量建具5

・耐風圧性の適用はｱﾙﾐ製建具に準ずる

（16.4.2）

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

ウォール

メタルカーテン

（9.6.2）（17.2.2）（表9.6.1）

　・小型パネル組み合わせ方式	（・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

　・パネル方式

シーリング材及びガラス取付け材料

ガラス

石、タイル

ガラスガラス

金属

構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない　

アルミニウムの表面処理

・着色塗膜 塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

無着色

耐風圧性能

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

・A−1種　　・B−1種　　　　　

・A−2種　　・B−2種

製品の寸法許容差　※標仕表17.2.1による

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

　下記以外は標仕表9.6.1による

主成分による区分記　号 耐久性による区分
被着体の組合せ

種　　別 色彩等

　　　　　・正圧　　　N/m	以上及び負圧　　　N/m	以上に対して安全であること。

・

※アルミニウム製

・

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・方立方式

　・バックマリオン方式	（・単純2辺支持構法　・SSG構法）

※標仕16.2.3のアルミニウム製建具の材料による

規格等種　　類

カーテンウォール材料の種類

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（mm）　　：施工個所※図示　）　

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.2）

（17.2.3）（表17.2.1）

（17.2.3）（表14.2.1）

（17.1.3）

主要部材のたわみ

・

※各部の破損、残留変形

　有害な変形が起こらないこと

耐震性能

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

・

・

※部材の脱落、ガラスの破損及び

　主要部材に有害な歪みが起こら

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

鉄骨造

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

※4m以下　

・4mを超える

気密性　　・A−3　　・A−4　　・

水密性　　・W−4　　・W−5　　・

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

※±（1/150）×ｈ　

　　　　　かつ絶対量20mm以下

支点間距離（ｈ） たわみ量 状　　態

（17.1.3）

（17.1.3）

（17.1.3）

PCカーテンウォール

コンクリートの種類及び品質

コンクリートの種類 設計基準強度（Fc）

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

2 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS	14による。

　・下表による。ただし、下表以外は標仕17.3.2による。

　※標仕17.3.2による

鉄筋　　※SD295A　　・

所要スランプ（cm）

（17.3.2）

（14.2.3）（表14.2.2）

レベル調整ボルト

PC版打込み取付けボルト

取付けボルト

PC版打込み金物

※E種　　・

・

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

※E種　　・

※A種　　・　

・

※A種　　・　

※A種　　・　

※ステンレスボルト

※A種　　・　

金物種類及び部位 内　　部 外　　部

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

シーリング材料

主成分による区分

シーリング材の種別
施工箇所

記　号 耐久性による区分

断熱材　　　　　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

耐風圧性能

耐火材料

施工部位 種　　別 規格等

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

2次ファスナー

製品の寸法許容差　※標仕表17.3.1による

　下記以外は標仕表9.6.1による　

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（mm）　　：施工箇所　※図示）

　　　　　・正圧　　　N/m	以上及び負圧　　　N/m	以上に対して安全であること。　　　

　性能値　※建築基準法施行令第87条及び建設省告示第1454号に定められた風圧力に対して

（9.6.2）（17.3.2）（表9.6.1）

（17.3.3）（表17.3.1）

（17.1.3）

1 1

耐震性能

・

・

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

建物の構造種別 層間変位量（h＝支点間距離） 状　　態

※部材が損傷せず、破損脱落も

　ガラス等の破損もない

　シーリングは補修程度

※±（1/100）×h以上　

※±（1/200）×h以上　

（17.1.3）

材料

素地ごしらえ 亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

1

2

（18.1.3）

（18.2.4）（表18.2.3）（表18.3.4）

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料50μを二度塗りを塗装する場合

A種、C種以外

塗りの場合

C種

B種

A種

種　別 施工部位及び塗料種別

鋼製の建具及び、2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

（18.2.7）（表18.2.7）

　種別　※A種　・B種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

3 床用塗料塗り

1 接着剤

せっこうボード

その他のボード張り

13

GB-F

GB-L

GB-S

（19.7.2）（表19.7.1）

DR

0.8FK

HW

NW

吸音材

種　　類 JISの記号

RW−B

GW−B

・ロックウール吸音ボード1号

14

・グラスウール吸音ボード24Ｋ　
ガラスクロス額縁貼、ガラスクロス特注色

※25　　･50

※25　　･

厚さ（mm）

（表19.7.1）

GB-D

MDF

HB

IB

・軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散量	

　※規制対象外　　・第三種

　※適用する　　　・適用しない

壁紙張り15 （19.8.2）

（表18.2.4）（表18.2.7）

断熱材

・押出法

　ポリスチレン

・現場発泡断熱材(ウレタン吹付け)

・木質系・断熱材兼用型枠

種　類

※2種b

※3種b

16

・コンクリート系

・プラスチック系

・　

・　

・25

※一般部

・

・接地部分
　(スラブ下)

・断熱材補修部分

・

※壁（図示の範囲）

・

施工箇所

※一般部
　(外壁に面する壁)

断熱抵抗

難燃性※3級　・2級

※30

※25

※30

※40以下

厚さ（mm） 品質等

浴室天井材17

　　　　の開発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法

市販品

回り縁は樋付き

とし、製造所の

標準品とする。

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・100

・100

※200

※300

幅（mm）

素地ごしらえ

　せっこうボード面　　　　　※B種　　・A種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

施工箇所
紙

繊維

（織物）

プラ

（ビニル）

その他

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

掲示板用
クロス

防火性能

壁紙の種類

（化学繊維）

　モルタル、プラスター面　　※B種　　・A種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

壁紙のホルムアルデヒドの放散量　　　　※規制対象外　　・第三種

（19.9.2､3）

（19.8.2）

断熱材のホルムアルデヒドの放散量　

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

・簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

自動ドア開閉装置9

（16.5.4）

（16.5.5）

（表16.5.1）

ステンレス製建具6

表面仕上げ　※HL程度		　・鏡面仕上げ　・バイブレーション

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

自閉式上吊り引戸装置

木製建具

ふすまの上張り　　

かまち戸の樹種　　かまち（　集成材　）　　

　　　　　　　・製造所標準仕様による

10

7

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

（16.9.2､3）

（16.6.2）

（表16.6.3）

（16.6.2）

品質規格　　　※標仕表16.9.1による

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

・マスターキー　※製作する

（16.3.6）（16.4.6）（16.7.4）

建具用金物8

ガラス

ガラス用フィルム

重量シャッター

15

16

11

（16.13.2）

ガラス留め材及び溝 （16.13.2）（表9.6.1）

14

防火スクリーン13

軽量シャッター （16.11.2）（表16.11.1）

（16.11.3）

（16.11.4）

（表16.11.2）

12

（16.10.2）

（16.10.2）（表16.10.1）

（16.13.3）

（16.10.2）

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

木製 ※シーリング材　一液性

※シーリング材　二液性

※シーリング材　二液性

張り面 性能値名　　称 種　類

・GF202ハードコート/サンゲツ同等品

※ガラス飛散防止フィルム　　 ※内張り　・外張り 飛散防止率　D1第2種

品質　JIS	A	5759による　　

　JASS	17ガラス工事「3.1納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　　標仕16.13.3	以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

・板ガラスの種類、厚さ等は建具表による

・ガラスブロック

防火性能

・有り

※無し

表面形状

・長方形

呼び寸法（mm） 厚さ（mm） 色調

※クリア

ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

材　　　種建具の種類

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

耐風圧性能　　（　　　　　）N/m

・一般重量シャッター

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

耐風圧性能（　　　　　）N/m

耐風圧性能（　　　　　）N/m

　ない 工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

・

※NC　・

※柄物　　・無地

※無地　　・マーブル柄

2 ビニル床シート張り

種　類 色　柄JISの記号 厚さ（mm）

（19.2.2）

（19.2.3）

ビニル床タイル張り

種　　　類 JISの記号 備　　考

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

CT

CTS ・

帯電防止床タイル

種　　　類 性　　能

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

・

・

※2

3

4

厚さ（mm）

厚さ（mm）

（19.2.2）

（19.2.2）

ビニル幅木

カーペット敷き

・カット、ループパイル併用

・ループパイル

・カットパイル・A種

・B種

パイル形状種　別

高さ（mm）　※60　　・755

6

（19.2.2）

（19.3.3､4）（表19.3.1､2）

・柄物（標準品）

・

備　考色柄等

※無地

・タフテッドカーペット

工　　法

・グリッパー工法

パイル長（mm）

（19.3.3､4）（表19.3.2）

・C種

・織じゅうたん

・ループパイル

・タイルカーペット （19.3.3）（表19.3.2）

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・防滑工法　厚3.0mm

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　　別 仕上げの種類

7

耐電性　※人体帯電圧3kV以下　　　・

耐電性　・人体帯電圧3kV以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

　　　　・

パイル形状

・カットパイル

・カット、ループ併用

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

パイル形状

※全面接着工法

※4〜6　	・

※5〜7　	・

種　類

※第一種

・第二種

総厚さ（mm）寸法（mm）

フローリング張り8

　※規制対象外　　・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

備　考

備　考

合成樹脂塗床

・防塵塗料(ｼﾘｹｰﾄﾊｰﾄﾞﾅｰUSA/ABC商会)

・無溶剤系エポキシ樹脂塗床材

(ｻﾆｰﾃｸﾄﾌﾛｱ無溶剤/ｴｽｹｰ化研)

仕上げ記号：

（19.4.2､3）（表19.4.1〜7）

（19.4.2）

備　考

16 17 18

19

建
具
工
事

カ
｜
テ
ン
ウ
ォ
｜
ル
工
事

塗
装
工
事

内
装
工
事

・正方形 ・ ・

2

2

2

2 2

鉄骨造

22

シーリング材の種別

（19.2.2）（19.3.3）

※500×500

・

アルミ金属マット

ポリスチレン

フォーム床下地材

9

10

畳下地　　　　　　厚さ（mm）　※55

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　・カラー鋼板　・SUS　・AL

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）　・AL

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・

　設計用震度　　水平方向（K　）　※1.0　　・

　　　　　　　　垂直方向（K　）　※0.5　　・V

H

仕上種別　　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤2回塗りとし、総塗布量は0.5kg/m	以上とする2

※2.5

・

・

※2　・

※4.0又は4.5

漏えい抵抗値（JIS	A	1454による）

体積抵抗値（JIS	K	6911による）

1.0X10		Ω以下、または、

1.0X10		Ω未満

9

10

※	7.0

・8.7

＝0.676以上

＝厚さ/熱伝導率

　（m	・k/w）2

GB-R

GB-NC

・15　　・20　　・25　　・

・15　　・20　　・25　　・

タイプ2（無石綿）（・6　・8　・　　）

※フラットタイプ（※9（不燃）・12　・　　）

・凹凸タイプ（※12（不燃）・15・19・　　）

12.5（不燃）

9.5（不燃）	　　　　　　化粧無（下地張り用）	

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

※12.5（不燃）　　・9.5（準不燃）

9.5

12.5（不燃）　15.0（不燃）

JIS	K	6903による　厚さ1.2

12.5（不燃）幅440mm程度

模様（※柾目　・板目）	専用下地材付き

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・素地MDF（RS）化粧MDF（・DV・DO・PC）

・無研磨板VN　				・研磨板VS

・	10　	・	12　	・	15　	・18						・

・素地　・RN−HB　　・RS−HB

・2.5　	・3.5　	・5　	・7

・	6　　・	8

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・単板張り

・ハードボード（素地）

・フレキシブルボード

・普通合板（難燃処理）

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうボード

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

種　　類 JISの記号 厚さ（mm）、規格等

　監督職員に提出する

　　　　　　安全であること。

　　　　　　安全であること。

　ファイバーボード

V

H

・

・

・

　シーリングは補修程度

　しない。

（19.7.2）（表9.6.1）

張り

　パーティクルボード

　（木目）

（16.13.5）

・ノンフロンのもの

NF ・15　　・20　　・25　　・・硬質木片セメント板

・	3　　・	7　　・	9　　・12						・

※ノンフロンのもの

※ノンフロンのもの

		※規制対象外　　・第三種

・特定フロンを

　保温板

　フォーム 　使用しないもの

・特定フロンを

　使用しないもの

　　　・難燃材料相当品

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・フロスト

4	錆止め塗料 ・鉄骨面 屋外（※Ａ種	JIS	K5674)
屋内（※Ｂ種	JIS	K5621）
耐火塗料：下塗り(変成エポキシ樹脂系錆止め塗料)+中塗り(ベースコート 	S605)
										+上塗り(トップシール上塗り塗料)

5　その他

・有孔合板 ・	メッシュ裏打ち	・9　　・6

・ポリウール25mm、32kg/m2＋ガラスクロス104g/m2(株)

・図示（建具表による） （16.6.2）

※柄物　　・無地

※柄物　　・無地

・2.5

・岩綿吸音板	t=9(捨貼りPB9.5)

・布張り吸音材　川島織物	FAB-ACE　　不燃認定品

・有孔シナベニア(t=9.0	,t=12.0)　	穴サイズは図による
　　　　　　　　　　　　　　　　	寒冷紗裏打ち

　※特記無き限り既製品としての付属金物は導入される。

ｹｰｽ、ｽﾗｯﾄ、溶融亜鉛ﾒｯｷ帯鋼の上、ﾌﾀﾙ酸ﾍﾟｲﾝﾄ現場塗装

・2.5

遮蔽性 遮蔽性

T-1 H-1 ※図示

・ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ中空ﾀｲﾌﾟ（ツインカーボタフネス相当）
　：木枠塗装、金物共建具工事とする。

・製作図を作成し、木工、塗装、金物等の異業種を取りまとめる能力のある製作所とする。
　選定にあたってはあらかじめ監理者の承諾を得ること。

その他の金属部は錆止め塗料1回塗りの上、ﾌﾀﾙ酸ペイント現場塗装

縦方立　　　　　※シャッター連動昇降方立　※常時固定方立　

・複層ｶﾞﾗｽ：乾燥剤入りｽﾍﾟｰｻｰは黒色とする。

仕上記号

ｹｲ酸塩素ｺﾝｸﾘｰﾄ表面強化材

・ﾌｧｻﾗｶﾞﾗｽｼｪｰﾄﾞ(ﾐﾙｷｰﾎﾜｲﾄ)/住友3M

・外部仕上：水系シリケート塗装(タフマックス)　内部仕上:フタル酸ペイント、AEP

・パイプ式

・防火・防煙スクリーン

内張り 同上

・施工箇所は建具表による

ポリカーボネート17 ・木製建具用	・4.5m/m	中空板

													・10m/m	中空板　(タフネス　　AGC相当とする)

・内部壁：・アクリルエマルジョンペイント　・水性多彩模様塗装(ドゥカーレ、ペルラージS相当品)

図示による

・金物工事					屋外・屋内　亜鉛ドブづけ
・建具工事　			SD	タフジンク	11の上,水系シリケート塗装

ビニルマット

・化粧けい酸カルシウム板 ・6　
ポリエステル不燃化粧板900×2400
アイカ　ハイボード不燃相当

・有孔プラスターボード(角孔t=9.5)不燃紙裏打ち 仕上記号：

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散量

　※規制対象外　　・第三種

　※低VOC塗料を使用する

塗料のMSDS（ﾏﾃﾘｱﾙｾｰﾌﾃｨｼｰﾄ）を提出し、管理者の承諾を受けること。

塗料のMSDS（ﾏﾃﾘｱﾙｾｰﾌﾃｨｼｰﾄ）を提出し、監理者の承諾を受けること。

葑着シール部が日光に露出する場合はシリコンペアを使用すること

・ファイヤーテンパガラス

・天然木化粧複合フローリング
w=120,t=18
突板単板　6m/m

・かば

布地：Ace	Wall	NeoA	　ムーニアA相当

・防音性能：A-10に示す性能が確保されていることを確認すること

・パニックオープンドア仕様とする

トップライト18

・床下

・Clic-21/杉田エース

・木部ガラス廻りのコーキングはシリコーン系とする。
東リ25FL

・外部建具用	・40m/m	中空板

トップライト兼
ルーフファン

19

・マーモリウム（forbo)

・体育館既存フローリング

・グラスウール

・耐火遮音壁

軽量スラブ嵩上げ材

・ボロン　　 ・4.0

・耐水合板 ・	12

既存図による

サンゲツ
サンフォーム
ベーシック同等品

・ロックウール吹付（B棟外壁）

	

(熱伝導率:0.032W/m・K)

11

12

75

115 60

・内・外部木部面

・内部鉄部面:								・フタル酸ペイント　・リン酸処理仕上		　・SOP

オレフィン系

・ シルバーマット仕上げ(皮膜9+塗膜7μ)陽極酸化塗装複合塗膜

・ 網入りガラス�����������・煙感知器連動
・ オペレーター：隠蔽タイプ

水性シリコン系木材保護塗料 S-100(住友林業)同等品以上

21.0

・工場塗装(特注色)

・ダイケン　ダイロートンニューギンガ

同上 同上

・ 網入りガラス�����������・煙感知器連動����������・  サーモ感知タイプ
・ オペレーター：隠蔽タイプ



・ビニル被覆エキスパンドフェンス

・樹脂塗装メッシュフェンス

フェンス36 ・　図示による
　（外構）

・		図示による46 テント膜

47 前輪ラック ・　四国化成サイクルラック　CLRK4-L	2個、CLRKS4-L	1個
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・置型：スチール焼付塗装

・ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

・材料・形状・寸法　　　　※図示

※液状製品のMSDS（ﾏﾃﾘｱﾙｾｰﾌﾃｨｼｰﾄ）を提出し、監理者の承諾を受けること。
※低VOC製品を使用する
※製品の梱包は屋外にて開封し、室内へ搬入すること

・

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

移動間仕切

遮音性能 表面材 表面仕上げ

・一般タイプ

・

・

※鋼板

※鋼板

トイレブース
シャワーブース

表面仕上げ材

足形状　　　　※サポート(SUS	HL)

　　　　　　　※メラミンソリッドパネルt13

階段滑止め

形　　状

4

5

6

　表面仕上げの壁紙張りの品質は19章内装工事による

材　　種　　ステンレスSUS304

厚さ（mm）

1

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

階段手すり

※集成材クリアラッカー仕上げ

種　　別 施工箇所

黒板及び

　ホワイトボード 色　彩種　類 備　　考

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

7

8

寸法（mm）

フリーアクセスフロア

・溝構法

・溝構法

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

幅（mm）　約35

（20.2.2）

（20.2.4）

（20.2.5）

（20.2.6）

（20.2.8）

　遮音性能はJIS	A	6512の遮音試験に準拠する

可動間仕切3 （20.2.3）

空調用吹き出しパネル　　　※無し

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様	（コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル1枚につき40mm×80mm程度の開口

　　　　　　　　　　　※20〜30％　　　　・

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

　耐震性能5,000Ｎについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロアの

　開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

構造形式
パネル部の

総厚さ（mm）

表面材種

厚さ（mm）
表面仕上げ 防火性能

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

・ ※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　 ・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・染色クリア

　（40db以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識、案内用図記号についてはJIS	Ｚ	8210による

衝突防止表示 （20.2.10）

9 鏡

10

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・

※横型

・縦型

・操作棒式

防炎性能　※有り

施工箇所 備　	考
電動 手引

装　　置

片引
施工箇所

ひも引

装　置

電動引分

形　式

手引
ひだの種類 性　	能 備　	考

・1本操作コード

※2本操作コード

※25

・100

・80

スラットの幅（mm）

（20.2.12）

（20.2.13）

（20.2.14）

ロールスクリーン

カーテン

12

13

ブラインド11

※ギヤ式　　・コード式

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

・図示

方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・垂直方向

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛かりのみ）

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

シーリング材（内外とも）

※20×10　　・ ※20×10　　・目地寸法（mm）

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　・120×80　・120×150　・150×80　※200×100　

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ−1　・Ｂ−2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

（20.2.14）

枠の材質　　※アルミニウム製

表面の材質　・st-PL　W1200×H2350(SD12内組み込み)

市販品

※図示

形　式　・30組用　・60組用　・120組用　・1箇所（A棟事務室設置）

種　類

・つり戸棚

・水切り棚

・コンロ台

・流し台

・

※900

※1200

※1200

・1200

※600

・600

・700

・1500

・900

規格・品質等適用内容

トラップ付き ※サンウェーブ

	・

※市販品

バックガード	※有り

ステンレス製	※1段式

寸法（Ｌ＝　mm）

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 JISによる種類

・4種　・5種　・6種

JIS	S	1039の規格による

材　質：SUS304-100φ　数量：

・天井：アルミニウム製	450角	細目地タイプ

カーテンレール

ブラインドボックス

及び

耐震スリット

14

15

16

止水板17

屋内掲示板

EV

24

25

かぎ箱

ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ

流し台ユニット

21

22

23

鋼製書架及び物品棚

屋上丸環

点検口

18

19

寸　法

製造所

形　状　　・据置式　　・	壁張り式(タケイ式防水の仕様による）　　・差込式

・可動式

・

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

・

　※天井材張り

　・

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　　類 材　　質 備　　考

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

※500

※500

・800

・1650

高さ（mm）

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス

・

アルミ製枠付き※500

防煙垂れ壁 ・固定式

材　　質 備　　考高さ（mm）厚さ（mm）

26

34

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）
								

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※300　・　　　　）

視覚障害者用

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

ブロックパターンはJIS	T	9251による

材質　・アルミ　・ステンレス　　・クロロプレンゴム

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

防水型　※外部　適用する　　※内部　適用しない

クリアランス　　・50　・100　・150　・・ジョイント金物

エキスパンション27

SUS		バイブレーション　t=2.3	角出し曲げ加工	W=1800	H=75　D=75　/文字：シルク印刷（2色刷）定礎35

消火器BOX30 ・埋込型・置型：st焼付塗装　UFB/3S/2401/union相当

22

ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装

※普通平板（N）　

・透水平板（P）　 ・モルタル・

※砂　　

目地材種　　類

・インターロッキングブロック舗装

・誘導、注意喚起用ブロック

・植生ブロック（V）

※普通ブロック（N）

・透水性ブロック（P）

誘導、注意喚起用はグレー系とする

※表面ショットブラスト加工
(エスビック(株)　インターロッキング
ブロック　オリジナル
03-3984-2696

種　　類 色彩及び表面加工等

インターロッキングブロック

セメント

品　　質　　・　　性　　能項　　　目

11

※300角 ※60

歩道部　※60　・　

車道部　※80　・　

※80　・100

寸法（mm） 厚さ（mm）

厚さ（mm）

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

着色材料

混和材料

骨材

外観

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

長　　さ 幅 厚　　さ

・

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り

・・

種　　類 基　層

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

±3

＋5〜−1

※80〜100　・　

寸法許容差（mm）

厚さ（mm）

圧縮強度（N/mm	）

曲げ強度（N/mm	）

透水係数（cm/sec）

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

2

JIS	R	5210ポルトランドセメント、JIS	R	5211高炉セメント、

JIS	R	5212シリカセメント、JIS	R	5213フライアッシュセ

メント、白色ポルトランドセメントとする。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、

薄い石片、細長の石片を含んでいない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブ

ロックの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

（22.8.2､3）

（22.8.2､3）

（22.8.2､3）

路面標示用塗料

・舗石舗装

※小舗石（花こう岩）　　

・1種

・2種

※3種1号

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白

・

※150

・

塗料総質量に対して

5%以下

施工方法

種類 施工 色 幅（mm） 布厚さ（mm） 揮発性有機溶剤の含有率

　樹木

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・C種

・B種

・D種

※A種

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効

土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で

※現場発生土の良質土　　　・客土（※畑土　・黒土）植込み用土

土壌改良材

・12以上

・3以下

3

・7超〜12未満

・3超〜7以下

※100　　	・

※50　　　・

※60　　　・

※80　　　・

整備範囲樹木の樹高（ｍ） 工　法有効土層の厚さ（cm）

適　用 工　法有効土層の厚さ（cm） 整備範囲

※行う　・行わない ※20　　・ ※B種　　・ ※植栽範囲　　・図示

樹木の植栽基盤整備 芝及び地被類123 （23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.2､3）（表23.2.1､2）

（23.2.3､4）

（23.2.3）

※適用する

バークたい肥

発酵下水汚泥コンポスト

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　pH

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　加里全量（現物）

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（C/N比）

　pH

　水分

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　アルカリ分（現物）

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

種類　※こうらい芝　　・野芝

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

4

5

6

（23.3.2）

（23.3.2）

（23.4.2）

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

表面仕上げ材耐荷重性能

操作方法

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

寸法（mm）　　・図示　　・枠：ステンレスHL曲げ加工

厚さ（mm）　　※5　　　	・

（20.2.9）

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

JIS	K	5665（路面標示用塗料）による

適用

　施工箇所　※植栽範囲　　・図示

　を使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料
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ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

舗
装
工
事

植
栽
工
事

・なし

　　※図示（※ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ　サイン工事とする）

　　（・両面　・片面）

　　・無し

種　類

（19.2.2）

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・1.0Ｇ

・3,000N

・3,000N

・3,000N

・5,000N

・5,000N

・5,000N

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

・0.6Ｇ

※鋼板

・

（※0.6　・0.8）

・

※6.8

：0.005%以下

：0.0005%以下

：0.0002%以下

：0.03%以下

：0.05%以下

：0.01%以下

：35%以上

：8.5以下

：20以下

：50%以下

：0.8%以上

：1.0%以上

：15%以下

：70%以上

：35以下

：70meq/100g以上

：5.5〜7.5

：55〜65%

：0.5%以上

：0.2%以下

：0.1%以上

：生育阻害その他の異常を認めない

※1.0

・

5.0以上

3.0以上

4.0以上

32.0以上

17.0以上

1×10		以上
-2

材
　　　
料

・900

・ ・

・ ・

・ ・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・

・

2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ヶ所以上

盛土を行う。

カーテンボックス

床タイル

・1種　・2種　・3種

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

2 ・底床型鋼製床下地(三洋工業スリーベース601形相当品）
　耐荷重300kg/㎡

床下地

28 サイン

製作家具29

・図示による ・図示による

50

・溝掘り

3600/2400

・図示による

・図示による

・スライド式　・上下式

・シナベニア捨貼りt=9の上、壁面用クロス貼(SG-1504/ｻﾝｹﾞﾂ)

金型押し出しｺﾞﾑｽﾎﾟﾝｼﾞ(東京総合化成品)

・ ・ ・ ・ ・

・ABC商会

・ブルテンボード(ビゾン)

ロールバックチェア ・図示による

・ステンレス鋲タイプ(UNION/UY200-01-023)

石系舗装 ・御影石材

14 砂利舗装 ・玉砂利(t=50	2色)

15 豆砂利洗出舗装

100

3300×1100

・地下支柱

・ステンレス鋲タイプ

※
衛
生
設
備
特
記
仕
様
書
参
照

・既製金物(アシスト)

530角

・砕石

・　図示によるその他植栽7

・樹脂製調整束（フクビ化学工業）

・図示による

・設計図より製作用NCデータを作成する能力を有する製作者を選定する 。

工	法：

・家具図による

図示

シナ

・製造所：木工事、金物工事、塗装工事などの異業種について総合的な家具製作図を作成し
　　　　　工場をとりまとめる能力を有する製作所とする。選定にあたってはあらかじめ名簿を提出
　　　　　し、監理者の承諾を受ける。

川島織物セルコン/KR-0161相当(遮光等級2級以上)
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31

吊バトン ・図示による32 ・電動式

映写スクリーン ・スクリーン手動：貸会議室　サイズ120インチ	2438×1829×1箇所33

一部遮光タイプ

・壁：アルミニウム製	600角　目地タイプ　
		数量:建具表に記載されている数量による

・床：SUS製	450角	細目地タイプ

・スクリーンボックス：150×150×2800

・別置冷蔵ショーケース、指定色塗装冷蔵ショーケース45

	（冷蔵6R日配ケース、冷蔵12R青果ケース、冷蔵6R平型日配ケース）

・冷凍機　　・冷設工事　　・二次側電気工事　　・関連工事　　・重量工事

39 景石 ・石製・コンクリート製
　(コンクリートベンチ)

40 地先境界 ・コンクリート製 ・SUS

41 引込柱 ・H鋼　200×200　H=GL+6000　溶融亜鉛メッキドブづけの上リン酸処理仕上

42 排気塔 ・　断熱材カポスタック　内径262φ　L=7000

43 樹脂入り白黒パネル 部分詳細図参照

44 郵便ポスト ・　KS-MB621S-LK/キョーワナスタ　10個　※A棟

車止め支柱38

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径114.3mm　t＝2.5mm　H＝GL＋700mm

　（外構）

照明器具　※有り　・無し

施　　錠　※有り　・無し

製造所

屋外掲示板37

　（外構）

2 ・U字溝 ・L型側溝側溝
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排
水
工
事

排水管 排水管用材料

B形（ゴム接合）※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）材　　種 管の種類

1

※外圧管（※1種　・2種）

（21.2.1）（表21.2.1）（21.3.3）

車道部の排水管の敷設 （21.3.1）（21.3.3）

・硬質塩化ビニル管 ※VP　　・VU

・浸透管トレンチ ・ポーラスコンクリート管

　　　・砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

　　　※図示

JIS	K6741

有孔

排水桝及び蓋 鋳鉄製マンホールふた

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

適用荷重種　　類

3

・T−14用

・T−20用

・T−2用

・T−6用

（21.2.2）

（21.2.3）（表3.2.1）

グレーチングふた

・鋼製

・ステンレス製 ※平形　　

※凹凸形　　

・凹凸形　　

上面形状

・かさ上げ用・ボルト固定

　・図示

　※無し

・溝ふた用

・桝ふた用

※受枠付き

・

・歩行用

・T−14用

※T−2用
・T−6用

種　類形　式 適用荷重

・Ｕ字溝用 ・T−20用

材　質 メンバーピッチ

※細目　　

・細目

※普通目

（21.2.2）

・T−25用

埋戻し土 ※B種　　・4

浸透管及び浸透桝 ・管5 ・桝

・A種　　※B種　　・C種　　・D種盛り土に用いる材料1 （22.2.3）（表3.2.1）

遮断層及び

凍上抑制層の材料

2 （22.2.2､3）・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　・

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　　厚さは図示

　添加量　　　　kg/m　（目標CBR　※5以上　・　　　　）

路床安定処理 ※添加材料による安定処理

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

3

3

（22.2.2､3）（表22.2.2）

路床土の ※行う（※乱した土　・乱さない土）4 （22.2.5）

支持力比試験

路床締固め度の試験 ※行う5 （22.2.5）

路盤材料

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

6 ※再生クラッシャラン（RC−40）

・クラッシャラン（C−40）又はクラッシャランスラグ（CS−40）

（22.3.3）Ｇ

（22.4.3）

アスファルト舗装

※顔料混入加熱アスファルト混合物

・

※無し　・有り

※無し　・有り・カラー舗装

※アスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

7 （22.4.2）（表22.4.1）

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

Ｇ

加熱アスファルト混合物の種類

※一般地域区分

表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・粗粒度アスファルト混合物（20）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

（22.4.4）（表22.4.6）

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　 （22.4.5）

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　	・行う　 （22.4.6）

注入目地材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　コンクリート舗装8 （22.5.3）

（22.5.3）（表22.5.3）

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　 （22.5.3､4）

（22.5.6）

透水性舗装 アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う9 （22.6.6）（22.4.6）

排水性舗装 アスファルト混合物

　・改質アスファルト　型　　※改質アスファルト　型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

適用時期 種　　類

下記以外

冬期

PKR−T1

PKR−T2

10 （22.7.3）（表22.7.2）

（22.7.3）（表22.7.3）

（22.7.6）

2

12

13

・グラフィックデザイナー選定は監理者の承諾を得て決定 し、グラフィックデータ製作費は
　60万程度見込むこと。



外 部 仕 上 表 ( 既 存 棟 ）

OW-2

箇所 下地 仕上 備考記号

外壁1 OW-1 既存コンクリート モルタル補修

既存木架構 水性シリコン系木材保護塗料「S-100同等品以上」仕上

OC-1

OC-2 既存下地 ケイカル板t6の上EP仕上(張替え)

壁

軒天

部位

外壁2

軒天井1

軒天井2

既存野地板

有孔フレキシブル板（チヨダセラフレキ 同等品）t6の上 木材保護塗料仕上げ（オスモカラー ウッドステインプロテクター同等品）

鋸南町

鋸南町　観光物産センター改修工事

NASCA

円酒構造設計

設備計画

外 部 仕 上 表 ( 新 築 棟 ）

OW-4

箇所 下地 仕上 備考記号

床 OF-1 傾斜プレート+樹脂束マルチポストφ100@450+木根太(セランガンバツ）30×90@450 セランガンバツ	20×90(水性シリコン系木材保護塗料「S-100同等品以上」仕上)

木架構 AAC薬剤注入の上、水性シリコン系木材保護塗料「S-100同等品以上」仕上、木の小口には胡粉塗装（リキペックス同等品以上）

OW-5

OC-3 木架構+金物 ワイヤー開閉式シェード（BXテンパル/ソラカゼ2 .0同等品以上）

柱・梁

軒天

部位

柱・梁

柱脚

軒天井1

コンクリート WS疎水材(ランデックスコート同等品以上）

床 ブランコ(YAERSI同等品以上)

外壁3 OW-3 既存木下地

OC-4 木架構 SUSワイヤーΦ6　@900軒天井2 X4〜5中間部：ステンレスパイプΦ32 	防錆加工(DE6)

2025.02.07

水性シリコン系木材保護塗料「S-100同等品以上」仕上

内 部 仕 上 表

共		通		事		項 認		定		番		号

9.5ｔ　石膏ボード

9.5ｔ　石膏ボード

12.5ｔ　石膏ボード

12.5ｔ　強化石膏ボード

9.5ｔ　化粧石膏ボード

9.5ｔ　防水石膏ボード

不燃

準不燃

不燃

不燃

不燃

準不燃

5ｔ以上　繊維混入ケイ酸カルシウム板 不燃

NM−0441同等（平成12年建告第1400号）

QM−9828同等（平成12年建告第1401号）

NMｰ8619同等（平成12年建告第1400号）

NM-8615同等（平成12年建告第1400号）

NM−0128同等（平成12年建告第1400号）

QM−9826同等（平成12年建告第1401号）

NM−9029同等（平成12年建告第1400号）

塗料塗装

塗料塗装

準不燃 ＱＭ−9816同等

不燃 ＮＭ−8585同等

12t	ロックウール吸音板

12t	ロックウール吸音板 準不燃

NM−8599同等（平成12年建告第1400号）不燃

QMｰ9817同等（平成12年建告第1401号）

グラスウール吸音板 不燃 平成12年建告第1400号

フレキシブルボード 不燃 NM-8576同等（平成12年建告第1400号）

下地塗装用天然紙 不燃 NM-0224同等（平成12年建告第1400号）

木毛セメント板 不燃 NM-0234

ビニルクロス 不燃

可とう形外装薄塗材E 不燃 NM-8572同等

NM-3911同等

12.5ｔ　防水石膏ボード 不燃 NM-9639同等（平成12年建告第1400号）

略号

不 内装制限：仕上不燃

準 内装制限：仕上準不燃

不 内装制限：内装不燃（下地共）

準 内装制限：内装準不燃（下地共）

■内外装工事 ・特記無き限り、見えがかり鉄部(構造体)は、現場にてSOP仕上げとする。

・特記無き限り外部木部は、木材保護塗料仕上とする。

・遮音用に使用するグラスウールは24kgとし、グラスウールボードの密度は32kgとする。

・出隅部にて塗り分けの場合は、面内5mmにてテープ貼りの上、塗り分けとする。

・特記無き限り、フレキシブルボード・ケイカル板仕上は目透かし貼りとする。

・張天井下地は、特記を除き軽量鉄骨（LGS）下地、（軒天井はLGS耐風圧下地）とする。

・間仕切壁下地は、特記を除きLGS下地とし、防火区画を除き天井迄仕上げるものとする。

・防火区画壁となる間仕切壁は、スラブ〜スラブとする。(防火シャッター上部壁含む）

・特記無き限り、異種の床仕上げ見切りについてはSUS-FB-6×15とする。

■設備取合い ・露出設備配管、配線は塗装仕上とする。

■シックハウス対策 ・特記無き限り、ホルムアルデヒトに関する内装仕上の使用建築材料はF☆☆☆☆以上を使用するものとする

・特記無き限り、ホルムアルデヒトに関する天井裏・小屋裏・床下等の使用建築材料はF☆☆☆以上を使用するものとする

■機械基礎 ・建築物に付属する室内機基礎・室外機基礎は本体工事（建築工事）で見込む事とする

■金属工事 ・特記無き限り、天井点検口は枠無し、細目地タイプ、鍵付きタイプ仕様とする。

・特記無き限り、誘導灯は建具欄間部分に組み込む事とする。

凡		例

材質の略号

スチ－ル製St ステンレス製SUS アルミ製AL 木製W

SOP 合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

１液形油変性ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝﾜﾆｽ塗り

常温乾燥形ふっ素樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り

1-UC

HL ヘアライン

BF バフ

ｸﾘﾔﾗｯｶｰ塗り

PHL バイブレーション

SSE エッチング

SSB ショットブラスト

AEP(EP)合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

UE ２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ塗り

FUE

EP-G つや有り合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

CL

■

■塗装・仕上の略号

SD

SSD ステンレス製扉

AD アルミ製扉

WD 木製扉

SW スチ－ル製窓

SSW ステンレス製窓 アルミ製窓AW

WW 木製窓

SG スチ－ル製ガラリ

アルミ製ガラリAG

WG 木製ガラリ

SS スチ－ル製シャッター

LSD スチール製軽量扉

スチ－ル製パイプシャッタ－SP

ステンレス製パイプシャッタ－SSP

PT パ－ティション

WF 戸　襖 障　子SJ

SSS ACW アルミ製カーテンウォール

GCW ガラス製カーテンウォール

SCW スチール製カーテンウォール

STS シートシャッター

スチール製扉

ステンレス製シャッター

F 襖

建具の略号■
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Project	Title

Date

Client

Architect

Engineer

Note

A-08

場所

既存
棟

壁

記号 下地仕上
内装
制限

天井高
居室

(該当するものに●印)
(無窓居室は○印)

巾木

記号 仕上

廻縁

記号 仕上

天井

記号 下地仕上
内装
制限

室名

床

記号 下地仕上
備考

平均CH=3015 木毛セメント板t15の上EP仕上-
既存木下地の上、防水紙
（一部かませ材）

既存残置- - W1既存残置 既存野地板C1 --廊下 --
木材保護塗料仕上

(キシラデコール同等品以上)
既存木構造体現し部は水性シリコン系木材保護塗料「S-100同等品以上」仕上とする

既存木構造体現し部は水性シリコン系木材保護塗料「S-100同等品以上」とする

暖簾・ガルバリウム軒とい（タニタハウジング同等品以上）

既存木柱と同色仕上げとする
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A-09

OF1 仕上：セランカンバツt20

下地：傾斜プレート+樹脂束マルチポスト

      φ100@450+木根太(セランガンバツ）

      30×90@4501/20

OW1 OW2 OW3

1/20 1/20 1/20

OC2
仕上：ケイカル板t6の上、EP塗装

下地：既存下地

OC3 W1 C1 DE1
仕上：木毛セメント板t15の上、EP

下地：既存木下地の上、防水紙

　　（一部かませ材）

1/20

1/20 1/20 1/20 1/20

仕上：ワイヤー開閉式シェード

下地：木架構+金物

DE6

1/5

OW4

1/20

OC1
仕上：木材保護塗料

下地：既存野地板

1/20

照明カバー

DE3 DE4 DE5

1/301/20

鋸南町

鋸南町　観光物産センター改修工事

NASCA

円酒構造設計

設備計画

仕上：補修仕上

下地：既存コンクリート

仕上：木材保護塗料

下地：既存木架構

仕上：木材保護塗料

下地：木架構

仕上：WS疎水材

下地：コンクリート

仕上：木材保護塗料

下地：既存野地板

落下防止手すり

ブランコ

ベンチ・テーブル

暖簾掛け

1/10

座面：セランカンバツ材t45
　　　木材保護塗料仕上

天板：セランカンバツ材t45
　　　木材保護塗料仕上

花壇

照明:LED間接照明（配灯図に基づく）

照明:LED間接照明（配灯図に基づく）

床下配管の上、柱に沿わせて
配線立ち上げ

床下配管の上、柱に沿わせて
配線立ち上げ

部分断面(S:1/30) 部分断面(S:1/30)
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A-17_ワイヤー開閉式シェード詳細図参照 YAERI同等品以上

DE7

1/20

PL形プラボックス透明扉

DE2

1/20

配線カバー
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0

40

2
0

40

既存コンクリート
立上り部に欠けが
あった場合は補修
仕上とする

▼1FL

既存木架構（梁、柱等）

木材保護塗料
木架構（梁、柱）

木材保護塗料
木架構（柱）

コンクリートの上
WS疎水材

▼FL

既存野地板

木材保護塗料

ケイカル板t6+EP

既存下地

木毛セメント板t15の上EP
防水紙

間柱部:かませ材

既存下地

既存野地板

木材保護塗料

ラワンt24

木材保護塗料

1
2
0

10024

ガルバリウム鋼板曲げ

50

40

コンクリート金ゴテ仕上げ

傾斜プレート

マルチポスト@450

木根太30×90@450

無垢デッキ材
（セランガンバツ材）t25

WP塗装

木の小口には
胡粉塗装（白）

W400×H500×D100 2セット
※PL-CA,PLS-CA(日東工業)同等品以上

暖簾かけ：SUS-PL

80

4
0

SUS Φ32柱

L=1.8m×4面
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折戸には、指詰め防止の面取りを設ける。

建具工事共通事項 （選択項目のうち				印は適用し、		印は適用しない。）

※建築工事特記仕様書に記載のない事項は下記による。

2.鋼製建具

3.ステンレス製建具

4.木製建具
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防火設備及び特定防火設備に取り付くドアークローザーはストッパー無しとする 。

開き戸に取り付くドアークローザーは、室内側取り付けを原則とする。

防火設備及び特定防火設備において感知器及びその配線・配管などは電気工事とし 、

電気用の切込み、自動閉鎖装置、リミットスイッチ及びその取付けは建築工事とする。
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解体工事特記事項

K-01

-

・行う  ・行わない 

■解体工事共通事項

項目 特記事項

Ⅰ.工事概要

■仕様書の適用 ・ 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築

改修工事標準仕様書(建築工事編)(平成25年版)」(以下、「改修標仕」という。)により、改修標仕

に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書(建築工

事編)(平成25年版)」(以下「標仕」という。)による。

・ 「共仕」用語の監督職員は民間連合協定「工事請負契約約款」の監理者と同義語とする。

１．質問回答書　２．現場説明事項　３．各工事共通事項（本書）

４．特記仕様書　５．各設計図　６．標準仕様書　　７．公共規格及び

これに準ずる規格

・ 本工事の設計図書の優先順位は次による。■優先順位

本工事の設計図書の優先順位は次による。■優先順位

工事種目

1)コンクリート工事

2)屋根・樋工事

3)外装工事

4)鋼製建具工事

5)内装工事

6)雑工事

7)電気設備工事

4

撤

去

工

事

・工法 近隣周辺宅地等に配慮した低騒音低振動工法による施工を行う。     

躯体解体等に用いる工法は、圧砕工法とする。

十分な散水を行いながら取壊し工事を行うこと。     

※基礎等の解体において、コア抜き・小割、無振動・無騒音の工法を選定し、      

振動・騒音の低下に努めること。

1.撤去工事

・騒音の測定   ※行う(測定箇所 南・西側各1箇所) ・行わない 

・振動の測定   ※行う(測定箇所 南・西側各1箇所) ・行わない 

・粉塵等の測定  ※行う(測定箇所    箇所)    ・行わない   

(廃石綿等に係わる測定は第5章による)

・その他

地域の環境基準値を遵守し、施工を行うこと。   

古材・汚水管等の撤去時は、消毒を施す等により環境に配慮した作業を行うこと。

2.騒音等測定

・着工に先立ち、施工計画作成のための調査を行う。               [1.5.1] 

・着工に先立ち、施工計画書を作成し、監督職員に提出する。          [1.2.2]

3.施工調査及び   
  施工計画書

・産業廃棄物及び産業廃棄物以外の廃棄物は、提出簿を作成し、産業廃棄物管理票    [1.2.4]  

(マニフェスト)のA票、B票、D票、E票の写しを添えて提出する。 

・工事写真等は取り壊し前、取り壊し中、取り壊し後を撮影する。 

4.取壊しの記録

・電気・水道・ガス等については、切断を確認し、配管配線及びこれらの付帯設備機器・材料  

の撤去は本工事に含む。各切断部はプラグ止め等の適切な処置を行うこと。 

・工事写真等は取り壊し前、取り壊し中、取り壊し後を撮影する。

5.付帯設備等の撤去

範囲 ・図示 ・工事完了後においての現場及び工事に使用した箇所 

種別 ・A種 ・B種 ・C種 ・D種              (3.2.3)(表3.2.1)

6.埋め戻し、整地   
  及び盛土、植樹

備品の撤去も本工事に含む。7.備品等の撤去

解体前に 撤去前写真等を撮影を行うこと。8.解体前の写真等

5

吹

付

け

ア

ス

ベ

ス

ト

の

除

去

工

事

 既存建築物に施工されているアスベストの含有量が0.1%(重量%)を超える    [9.1.1] 

吹付けアスベストの除去工事に適用する。

1.適用範囲

アスベスト粉じん温度測定             [9.1.2][表9.1.1][表9.1.2] 

(a)除去工事を行う当該建築物の敷地境界において、環境庁長官および都道府県公害防止条例等 

に定める方法により測定する。

2.施工調査等

作業管理者は資格証明書の写しに工事履歴書を添付して監督職員に提出し、     [9.1.2]  

承諾を受ける。

3.作業管理者

(a)吹付けアスベスト等の処理にあたっては、特定化学物質等作業主任者を選任し、資格証

  明書の写しに工事経歴書を添付して監督職員に提出し、承諾を受ける。

   なお、作業管理者は特定化学物質等作業主任者を兼任できる。

(b)特定化学物質等作業主任者は、作業者に対して事前にアスベストに関する教育を行い、    

　十分理解させる。 

(c)特定化学物質等作業主任者は、除去工事に使用する負圧・除じん装置の管理、呼吸用の    

　マスク、作業衣、保護衣等の管理を行う。

4.特定化学物質等
　作業主任者

 排出業者は、資格証明書の写しに工事経歴書を添付して監督職員に提出し、      [9.1.2] 

承諾を受ける。

5.特別管理産業廃棄物   
  管理責任者

 アスベストの除去作業者は、6ヶ月以内にアスベストについての特殊健康診断(特定化学物 

質等障害予防規則第39条)を受診した者とし、除去作業者名簿を監督職員に提出し、承諾を 

受ける。

6.除去作業者

(a)負圧除じん装置は、適切な運転状態となるようスモークテスタ等による気流    [9.1.2]     

の確認、U字マノメータ等による除じん装置の維持確認などを行う。 

(b)HEPAフィルタは、JIS Z4812に規定する超高性能微粒フィルタとする。

7.負圧除じん装置の設置

プラスチックシートの仕様                             [9.1.2]  

(a)床        厚さ0.15mm以上、2層張り

 (b)壁その他  厚さ0.08mm以上

 (c)接合部の重ね長さ:厚さ30cm以上  

(d)養生:足場等によりプラスチックシートが破損しないよう合板等で養生する。

セキュリティゾーン                                [9.1.2]  

(a)高性能真空掃除機を設置して保護衣、カバー、保護手袋等に付着しているアスベスト     

を十分吸引して取り除く。  

(b)セキュリティゾーン内部は、外部にアスベストが飛散しないよう関係法令等に規定さ     

れた掃除等を行う。

8.作業場の隔離

 除去作業中に粉じんの発生が多い場合は、適宜エアレス構造の器具を用いて散水、   [9.1.2] 

または飛散防止剤等噴霧し、紛じんの飛散を防止する。なお、アスベストを含んだ排水は他 

の場所へ漏水しないよう十分止水し、HEPAフィルタでろ過して適切に処理する。

9.アスベストの除去

(a)密封処理する場合                              [9.1.2]    

プラスチック袋:厚さ0.15mm以上 

(b)固化処理する場合                             [9.1.2]    

固化した物の圧縮強度:10kg/m3以上

10.除去したアスベスト
   の処理方法
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1.アスベスト含有検査

21.発生材の処理等

2
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家屋調査の範囲は図示によるが、対象家屋で無くても被害が及ぶおそれがある場合は、家屋調査を請

負者の責任において行うこと。

また、被害があったと意思を表示したものに対し、誠意を持って対応を行うこと。  

工事着手に先立ち、請負者の責任において敷地周辺(おおむね40m範囲内とする)の道路及び近隣家屋

内外部の調査をするとともに写真撮影を行い、後日紛争が起こらないようにすること。

また、工事完了後も同様の調査を行うこと。  

事前調査において不具合が見受けられた場合クラックの隙間及び長さ、柱の傾斜等を明確に記録し、

報告書にまとめること。尚、調査を拒否する場合同意書に記名印をもらうこと。 

1.家屋調査の範囲

工事に伴う周辺の地盤、家屋の影響等を調査する。

(1)事前調査

   ・現況の地盤(水準測定、ひび割れ)

   ・家屋の傾斜(建入れ)

   ・内外壁(ひび割れ、隙間等)

   ・その他必要なもの

 (2)事後調査

主な工事が完了直前に事前調査事項を主として測定を行う。  

(1)水準の基点は、影響のない箇所にベンチマークを設置する。  

(2)水準、建入れ、ひび割れ及び隙間等は、数値(幅、長さ等)及び写真に記録する。     

なお、事前調査でひび割れ、隙間が生じていなくても各戸の主な箇所の状況を写真で     

記録する。また、発生している場合は、拡大の恐れがあるので周囲についても記録する。

各報告書は、調査概要(範囲)、調査建物図、状況写真等とする。  

・事前報告書  A4版  ・2部  

・事後報告書  A4版  ・2部

2.調査内容

3.調査方法

4.調査報告書

3

仮
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工

事  2.アスベスト成形板等の集積、運搬等   

(1)撤去したアスベスト成形板の集積および積み込みに当たっては、高所より投下しない      

　 ことの他、紛じんの飛散防止に努める。   

(2)細かく破砕されたアスベスト成形板は、湿潤化の上、丈夫なビニル袋に入れる等、飛      

　 散防止の措置を講じる。   

(3)撤去したアスベスト成形板を運搬するまでの間、現場内に保管する場合は、一定の保      

　 管場所を定め、一般の内装材と分別して保管するものとし、シート等で覆う等、飛散      

　 防止の措置を講じる。また、保管場所には、アスベスト成型板の保管場所であること      

　 の表示を行う。   

(4)アスベスト成型板の運搬に当たっては、運搬車輌の荷台全体をシート等で覆い、飛散      

　 防止に努める。   

(5)アスベスト成型板の撤去、集積、積み込みおよび保管等の処理が完了した場合は、速      

　 やかに監督職員に報告し、確実に処理されたかの確認を受ける。 

3.アスベスト成形板等処分等   

(1)アスベスト成形板等は、一般産業廃棄物として安定型処分場で処分する。

           なお、マニュフェストには、アスベスト成型板等であることを明示する。   

(2)撤去されたアスベスト成型板等の処分が完了した場合は、マニュフェストを監督職員   

　　　　　に提出し、処分が確実に行われたことの確認を受ける。

一

般

事

項

1

・　1〜20.改修・増築工事の特記仕様書による

・　改修・増築工事の特記仕様書2.仮設工事欄による

※現場説明書による 

・構外搬出適切処理

・引渡しを擁するもの    ・有り(     )   ・無し

引渡しを要しないもので産業廃棄物以外のものは、全て構外に搬出する。

・特別管理産業廃棄物

 ・廃石綿等(アスベスト)  処理方法(許可を受けた管理型処分場)

 ・PCB          処理方法(・法令に従い現地に保管 ・       )

 ・蛍光灯の安定器1972年以前製造  処理方法(法令に従い現地に保管 ・        )

 ・シーリング 1968年~1972年に製造されたポリアサルファイドシーリング

(許可を受けた専門処理業者にて処理)

 ・フロン          処理方法(許可を受けた専門処理業者にて処理)

 ・廃油、廃酸        処理方法(許可を受けた専門処理業者にて処理)

 ・廃アルカリ、電池類    処理方法(許可を受けた専門処理業者にて処理)

 ・蛍光ランプ、水銀ランプ  処理方法(許可を受けた専門処理業者にて処理)

・現場において再生を図るもの     (発生材)

・再生又は、再生資源化を図るもの (建設副産物等のリサイクル推進要綱の適用)  

・アスファルト ・コンクリート塊 ・木材

中間処理場へ搬出  

・鉄筋 ・鉄骨 ・鋼製建具 ・アルミニウム製建具

再生資材スクラップとして売却  

・ガラス ・内装 ・設備類

手こわしによる分別解体 中間処理場へ搬出

再資源化不可のものは仕分けのうえ最終処分場(安定型)とする。  

・純金属 ・金属くず等

   中間処理場または再生業者にて再資源化

金属で再資源化不可のものは仕分けのうえ最終処分場(安定型)とする。  

・上記に含まないもの

最終処分場(管理型)    

最終処分場(安定型)

・管理型の産業廃棄物(下記以外は関係法令等に従い適切に処理すること)   

・廃石膏ボード   

・紙くず(壁紙くず) ・繊維くず(カーペット等)   

・木毛板 ・アスファルトフェルト

・建設廃棄物の運搬、処分等については「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」並びに関係法 

令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い適正処理を行うものとし、事前に処理 

計画書を提出し、監督員の承諾を得ること。

・ 特定建設資材廃棄物の発生材の処分

特定建設資材廃棄物の種類 再資源化等をする施設の名称 所 在 地

・コンクリート

・コンクリート及び鉄から成る建設資材

・木材

・アスファルト

・ 特定建設資材廃棄物以外の発生材の処分

種類 施設の名称 再資源化 所在地

混合廃棄物(安定型)(仕上材) ・する・しない

ガラス・陶器類 ・する・しない

がれき類 ・する・しない

混合廃棄物(管理型) ・する・しない

アスベスト成形板類 ・する・しない

施工調査  

アスベスト成形板等の撤去にあたり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。  

調査結果は図面により記録し、監督職員に提出する。   

(1)アスベスト成形板使用部位の確認   

(2)アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認   

(3)アスベスト成形板使用数量の確認

(4)施工範囲等の確認

機械設備工事の配管継手部分を含む。(冷温水管.65mm.20mm)

煙突の処理

・超高圧ウォータージェットによる処理を行う。(東京トリムテック株式会社、又は同等以上の会社

の施工とする。)

準拠規準

・労働安全衛生法 石綿障害予防規則第2条及び同条の1による。

※検査結果、アスベスト含有を発見された場合、除去工事は別途予算計上とする。

処理作業の方法

 1.アスベスト成形板等の撤去   

(1)アスベスト成型板の撤去は、内装材および外部建具等の撤去にさきがけて行う。   

(2)建材内部で撤去作業を行う場合は、外部建具を閉鎖するとともに、ガラスの破損箇所      

　 または、換気扇枠等で紛じんが外部に飛散する恐れがある箇所をビニルシート等で塞      

　 ぐものとする。   

(3)アスベスト成形板の撤去は、可能な限り破壊または破断を伴わない方法で行うものと      

　 し、原則として、「手ばらし」とする。なお、建物外部のアスベスト成形板を撤去す      

　 る場合は、できる限り原型のまま撤去する。   

(4)撤去作業中は、散水その他の方法により、アスベスト成形板を常に湿潤な状態として      

　 作業を行う。

(5)撤去作業者には、防じんマスク、防護めがねおよび作業衣を着用させる。

(6)撤去作業後、アスベスト成型板の破片、破断粉および作業衣等に付着した紛じんが残

     　 存しないよう、真空掃除機等により清掃および後片付けを十分に行う。

処理を行うアスベスト成形板の仕様等

材 料 名 厚さ(mm) 処理を行う範囲

7

外

構

・　改修・増築工事の特記仕様書22.舗装工事欄による

コンクリート床撤去

軒とい・縦とい撤去

外壁材撤去

アルミサッシ撤去

シャッター撤去

通路天井撤去(野縁共)

屋外サイン撤去

自販機用分電盤撤去

共用分電盤撤去

通路照明器具撤去

Ⅱ.建築取り壊し工事仕様

範囲

そ

の

他

8

解体箇所に下記材料を含む場合は事前にアスベスト含有検査を行なう事.

材 料 名               調査方法    1材料あたりの試料数

・吹付け石綿

・石綿含有吹付けロックウール

・湿式石綿含有吹付け材

・石綿含有吹付けバーミキュライト

・石綿含有吹付けパーライト

・石綿含有けいそう土保温材

・石綿含有吹付けバーミキュライト保温材

・石綿含有吹付けパーライト保温材

・石綿保温材

・屋根用折板石綿断熱材

・煙突用石綿断熱材

・石綿含有スレートボード・フレキシブル板

・石綿含有スレートボード・平板

・石綿含有スレートボード・軟質板

・石綿含有スレートボード・軟質フレキシブル板

・石綿含有スレートボード・その他

・石綿含有スラグせっこう板

・石綿含有パルプセメント板

・石綿含有けい酸カルシウム板第1種

・石綿含有ロックウール吸音天井板

・石綿含有せっこうボード

・石綿含有パーライト板

・石綿含有その他パネル・ボード

・石綿含有壁紙

・石綿含有ビニル床タイル

・石綿含有ビニル床シート

・石綿含有ソフト巾木

・石綿含有窯業系サイディング

・石綿含有建材複合金属系サイディング

・石綿含有押出形成セメント板

・石綿含有けい酸カルシウム板第1種

・石綿含有スレートボード・フレキシブル板

・石綿含有スレート波板・大波

・石綿含有スレート波板・小波

・石綿含有スレート波板・その他

・石綿含有ルーフィング

・石綿セメント円筒

・石綿セメント管

・石綿発泡体

・石綿含有住宅屋根用化粧スレート

通路部天井煙感知器撤去

AP・緊急時ランプ撤去

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示

図示
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※特記なき限り既存残置とする

既存サイン撤去

軒とい、縦とい撤去

アルミサッシ及び外壁材撤去
※構造体、間柱、土台等は残し

軒とい、縦とい撤去

軒とい、縦とい撤去
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※特記なき限り既存残置とする

既存サイン撤去

通路天井撤去 外壁材撤去

軒天井材撤去(野縁共)

軒とい縦とい撤去

アルミサッシ撤去(下枠補修)

コンクリート床撤去

S=1/50

支柱撤去




